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は  じ  め  に  

 

 本年３月に金沢大学の規定により定年退職いたしました。金沢大学には1976年4月より2013

年3月まで在籍したことになります。その間、多くの方々を送別しつつも、自分自身は随分先の

ことと思っていましたが、過ぎてみれば、まことに早く過ぎた年月のように感じられます。一つ

の区切りでもありますので、これを機会に、これまでの金沢大学における教育研究活動の内容を

記録した資料を作成したいと思いました。最初は、研究論文リストだけの内容を思っていました

が、作成していくうちに、それらに関連した諸々の活動やその成果も整理したいという思いが強

くなりました。本書は、そうした内容により構成されています。 

内容として、まず、指導教員として関わった、博士・修士・学士の論文、および、それらの成

果などをもとに、できるだけ研究室生とともにとりまとめ、関連学会で発表した学術研究論文を

整理しています。また、それらとも関連していますが、これまでに取りまとめた著書や報告書、

解説・総説的な論文のリストも整理しています。さらに、行政などからの依頼により行った、講

演やシンポジウムのコーディネーターなどについても整理して示しています。その他に、研究室

の行事として行った活動、および、地域貢献的な社会活動についても説明しています。また、行

政からの依頼などにより参加した各種の委員会や審議会などについても整理しましたが、これに

ついては古い時期のものは資料があまり無いこともあり、近年の主なものの例示に留まっていま

す。最後に、これらの内容に関連したものをいくつか選定し、参考資料として添付しています。 

これらの内容や資料を整理していると、それぞれの当時の思いがよみがえってきました。懐か

しいもの、楽しいものなども多くありましたが、中には、自分の浅学非才を恥じるような思いを

することもありました。これらに関わっていただいた多くの方々に心より感謝するとともに、ご

迷惑をおかけしたことについてご容赦をお願いいたします。 

自分自身としては、大学教員としての教育研究上の一定の役割は果したと思っていますが、都

市計画を専門とすることもあり、それに関わる社会的活動が比較的多かったことが特徴ではない

かと思っています。全体として、地方の大学に在籍していることによる制約もありましたが、大

都市からは離れた地域において、とくに金沢というまことに魅力的な都市を研究や実践の主なフ

ィールドとして、多くの方々と協働して様々な活動をできたことはまことに幸運でした。 

今後は、引き続き、金沢の地で、若干の教育研究活動を継続するとともに、これまでの経験を

生かしながら、社会的な活動も行ったり、住民や市民のまちづくり活動の支援を行ったりできれ

ばと思っています。また、そのような機会にお付き合いをお願いするとこがあるかと思いますが、

どうかよろしくお願いいたします。 

 

2013年5月 

川 上 光 彦 



川上光彦先生退職記念講演会･祝賀会のご案内（転載） 

 

拝啓 早春の候、皆様方におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、金沢大学理工研究域環境デザイン学系教授 川上 光彦先生は金沢大学の定めにより、来る

平成二十五年三月末日をもって金沢大学を定年退職されることになりました。 

 

先生は、昭和四十五年三月京都大学工学部建築学科を卒業、同四十七年三月同大学大学院工学研究

科を修了され、同五十一年四月金沢大学助手に採用、同五十年五月講師に昇任、同六十年三月助教授

に昇任、平成二年二月教授に昇任されました。また、昭和五十九年十一月に京都大学より工学博士の

学位を授与されています。この間、先生は永年にわたって、都市計画学の教育、研究に努められ、ま

た土木建設工学科長、環境デザイン学系長として学科・系の運営、優秀な人材の育成と大学の発展、

および、地域の都市づくりに貢献されました。 

学術研究面において先生は、都市計画学を専門分野とされ、とりわけ以下の研究は特筆すべきものが

あります。 

① 都市計画制度に関する研究 

わが国における都市計画制度の適用実態とそのあり方について、主として地方都市を対象とする

調査研究を行い、その成果として学術研究論文を数多く発表され、「地方都市の都市計画」を分野

として確立することに大きな貢献をされました。その研究成果は、「都市計画」として出版され、

大学や高等専門学校の教科書として広く利用されています。また、編著の「まちづくりの戦略」、「人

口減少時代の土地利用計画」および「地方都市の再生戦略」は、自治体の担当者やコンサルタント

などの専門家に広く活用され、全国の都市づくりに生かされています。 

② 歴史的市街地の都市計画に関する研究 

歴史的市街地の居住環境整備、歴史的建築物・町並みの景観の保全・修景について、金沢市など

を事例として研究し、その成果は数多くの学術研究論文として報告され、この分野の学術的発展に

大いに貢献されました。また、研究成果の応用として、金沢市にこまちなみ保存条例などの自主条

例を提案され、実際に制定され運用されています。さらに、特定非営利活動法人金澤町家研究会理

事長として金澤町家の継承・活用に努められています。このように、先生の研究成果は、学術的な

貢献に留まるだけでなく、実際の歴史的な市街地や建築物の整備、保全に生かされています。それ

らの功績に対して、金沢市からは、平成二十一年十月に文化活動賞、日本都市住宅学会より平成二

十二年十一月には業績賞を授与されました。 

③ 住宅計画に関する研究 

地域における住宅需要の実態、住宅ストックの維持管理システム、公的住宅の計画支援システム

の開発などの住宅計画に関して研究され、その成果として多くの学術研究論文を発表されました。

また、その成果は、新しい分野としての住宅需要供給計画における計画支援システムの発展に大い

に貢献されました。 

 

教育面において先生は、都市計画研究室（講座）の教授として都市計画制度や歴史的市街地の整備

に関する研究活動を行う等、学生・院生の教育に尽力され、多くの優秀な人材を輩出されました。ま

た、土木建設工学科長や環境デザイン学系長在任中には、同学科の教育体系の充実の面に力を入れ、

その中で、建築学副専攻の創設に貢献されました。 



先生は、平成七年十月より石川県土地利用審査会会長、平成十八年三月より同県都市計画審議会会

長、平成六年十二月より同県開発審査会副会長、同二十五年一月より同会長として、同県の都市計画

行政の発展に貢献されています。また、富山県都市計画審議会委員、同県都市景観審議会委員として

同県の都市計画行政の発展にも貢献されています。さらに、平成三年二月より金沢市まちづくり専門

員、平成十年十月より同十六年三月まで同市都市計画審議会委員、平成十五年一月より同市商業環境

調整審議会委員、平成二十三年四月より同会長として、同市の都市計画行政の発展に貢献されていま

す。 

その他、都市計画やまちづくりに関わるネットワークづくりや市民活動にも積極的に取り組まれて

きました。昭和六十年頃より「地域・都市計画研究会」を十年間程度立ち上げられ、都市計画・地域

計画に関わる行政担当者やコンサルタント、大学研究者の方々の参加を得て、勉強会や交流活動を行

われています。また、平成五年からスタートしたバリアフリー研究会に参加され、同十年頃から同十

九年まで代表幹事として石川県におけるバリアフリー環境の整備推進のための活動を行われていま

す。さらに、金沢市による「金沢世界都市構想および金沢世界都市戦略会議」に参加し、市民的まち

づくり活動推進のための組織設立を提言され、それをもとに平成十五年に設立された「金沢まちづく

り市民研究活動」にディレクターとして参加され、参加された一般市民とともに、市民参加によるま

ちづくり活動推進のための調査研究を行われ、金沢市に研究成果にもとづいた提案を行うとともに、

まちづくりのための市民的リーダーの育成に貢献されました。 

 

学術交流活動において、国内では、平成十二年五月から平成二十三年十一月まで日本都市計画学会

評議員、平成二十四年十一月より同学会会長アドバイザリー会議委員として、同学会の発展に寄与さ

れています。また、平成六年四月より平成十年三月まで地方都市小委員会主査、および、平成十七年

四月より平成二十一年三月まで日本建築学会都市計画委員会土地利用小委員会主査として、地方都市

の都市計画や土地利用計画の研究の発展に貢献されました。 

また、国際的には、東アジア地域における研究交流活動も活発に行われ、中国や台湾の諸大学との研

究交流活動を進められ、また、多くの招待講演を行っておられます。それらの成果をもとに、平成二

十三年七月には、金沢大学において第一回の「持続可能な空間計画と開発に関する国際会議（SPSD2011, 

International Conference on Spatial Planning and Sustainable development）」を開催され、そ

の成果はSpringer社より平成二十五年に出版されるとともに、新しい国際学術誌” International 

Review for Spatial Planning and Sustainable Development”を創刊されています。 

 

このたび、川上光彦先生のご退職にあたり、先生の永年のご功績とご尽力に謝意と敬意を表すとと

もに、先生の今後のご健康とさらなるご活躍を皆様とともに祈念させて頂きたく、左記の通り、川上

光彦先生の退職記念講演会・祝賀会を企画いたしました。つきましては、この趣旨にご賛同くださり、

皆様のご参加を賜りますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

平成二十五年三月吉日 

川上光彦先生退職記念講演会・祝賀会実行委員会 

幹事長 高山純一 

 



 

川上光彦先生退職記念講演会･祝賀会 

 

一、記念講演会 

演題「教育研究及び社会的活動を振返って」 

日時  平成二十五年五月十八日（土）午後四時三〇分〜五時三〇分 

場所  金沢エクセルホテル東急 五階 ボールルーム 

（〒九二〇ー〇九六一金沢市香林坊二ノ一ノ一 電話 〇七六ー二三一ー二四一一） 

定員百二十名 

 

一、記念祝賀会 

日時  平成二十五年五月十八日（土）午後六時〜八時 

場所  金沢エクセルホテル東急 五階 ボールルーム 
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Ⅴ. 主な研究室活動、および、社会的活動 

  

Ⅴ－１ 研究室等の活動 

（１）研究室の研修旅行 

 研究室生が全員で参加し、一つの小都市を対象としてフィールと調査を行い、簡単なレポートを作成

する研修を行った。それぞれが研究室で行っている研究テーマとは無関係に、また、研究グループも離

れて、５名程度のグループを組み、短時間でも可能なテーマを自分達自身で設定して行った。対象は、

１泊２日とするため、石川県内または近県より選定し、下記の諸都市で行った。工程は、あらかじめ当

該自治体担当課に依頼して、最初の２時間程度の説明を受け、あとは、自分達で調査研究を行った。１

日目の夕食後に、中間報告的な報告会を行い、全員で意見交換した。翌日は、再度、調査を継続し、大

学に戻ってから、下記のように、簡単な報告をとりまとめ、お世話いただいた自治体の担当部局に送付

した。 

 こうした研修により研修室生が得られたものがあるのではないかと思っている。また、同行した教員

にとってもはじめて訪問する都市も多く、比較的ゆっくり現地踏査を行うことができ、とても有意義な

経験ができたと思っている。 

 

2000.9  岐阜県高山市、2000.9.22～23 

 金沢大学工学部都市計画研究室、「高山を訪ねて」、pp.1-38、2000.10 

2001.10  福井県武生市、2001.10.19～20 

  金沢大学工学部都市計画研究室、「武生を訪ねて」、pp.1-44、2001.11 

2002.9  富山県新湊市、2002.9.27～28 

 金沢大学都市計画研究室、「新湊市報告書」、pp.1-53、2002.12 

2003.9  岐阜県神岡町、2003.9.22～23 

 

 

新湊市内川地区の調査風景               岐阜県神岡町 

 

  金沢大学工学部都市計画研究室、「神岡町のまちづくり」、pp.1-50、2003.10 

2004.9  福井県三国町、2004.9.8～9 

  金沢大学都市・地域計画研究室、「三国町報告書」、pp.1-59、2004.10 

2005.9  都市再生大学校(津幡町、UR都市機構)、2005.9.26～30 

  担当：独立行政法人都市再生機構中部支社都市再生企画部 

2006.9  新潟県糸魚川市、2006.9.22～23 
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  金沢大学地域・都市計画研究室、「糸魚川市報告書」、pp.1-55、2006.10 

2007.5  七尾市和倉町、穴水町、門前町: 震災状況視察 

2007.9  富山市八尾地区、2007.9.11～12 

 金沢大学都市計画研究室、「富山市八尾地区まちづくり調査報告書」、pp.1-43、2007.10 

2008.9  福井県大野市、2008.9.11～12 

  金沢大学都市計画研究室、「福井県大野市まちづくり調査報告書」、pp.1-48、2008.10 

2009.9  福井県小浜市、2009.9.5～6 

  金沢大学都市計画研究室、「福井県小浜市まちづくり調査報告書」、pp.1-38、2009.10 

 

（２）都市計画研究室講演会 

  都市計画研究室の講演を企画して、2007年から下記のように行った。目的は、研究室生のための研修

であるが、研究室の出身者や地域の大学、行政、コンサルタントなどの関係者にも案内して実施した。

講師やテーマは、主として、私が話しをうかがいたいと思った方々、および、沈先生や私と研究交流の

ため金沢大学を訪問される機会のあった方々であった。 

 

第1回 2007年2月9日（金） 講演者：木谷 弘司（金沢市都市整備局都市計画課） 

      「 交通先進事例の視察報告 ―2006年ヨーロッパの事例から―」  

第2回 2007年3月7日（水） 講演者：埒 正浩（㈱日本海コンサルタント 取締役計画本部長） 

      「ソウル視察報告 ―都市の再生と保全のプロジェクト―」 

第3回 2007年4月25日（水） 講演者：廣瀬 康之  （石川高専環境都市工学科 准教授） 

      「 岐阜市のまちづくりについて」 

第4回 2007年6月15日（金） 講演者：遠藤 新（金沢工業大学 専任講師） 

      「米国のダウンタウン再生手法 ～中西部都市の動向～」  

第5回 2007年7月23日（月） 講演者：宗田 好史（京都府立大学 准教授） 

      「都心が変わる、賑わいが変わる－中心市街地再生を考える視点－」 

第6回 2007年11月7日（水） 講演者：神谷 浩夫（金沢大学文学部 教授） 

      「韓国の都市・地域マーケティング戦略」  

第7回 2008年2月27日（水） 海道 清信（名城大学都市情報学部教授）  

      「日本都市のコンパクトシティ化－計画・デザイン手法と課題－」 

第9回 2008年8月6日（水） 講演者：水野 雅男（（有）水野雅男地域計画事務所）  

     「輪島土蔵修復によるまちづくり」 

第10回 2008年1月22日（木） 講演者：西野達也（広島大学大学院 助教） 

      「空間インフラ試考」 

第11回 2008年2月24日（火） 講演者：柄谷 友香（名城大学都市情報学部准教授） 

          「増大する水害リスクに向けた災害対応現場の実態と課題」 

第8回 2008年5月28日（水） 講演者：宇高 雄志（兵庫県立大学環境人間学部准教授） 

          「世界遺産バッファゾーン：広島原爆ドームの周辺景観をめぐって」 

第12回 2009年5月11日（月） 講演者：張 鷹（中国福州大学建築学院副院長） 

          「中国福州市における歴史的町並みの保存計画とその実践」 

第13回 2009年7月17日（金） 講演者：野嶋 慎二 

(福井大学大学院工学研究科建築建設工学専攻・教授) 

           「英国から学ぶ住み良い近隣」 

第14回 2009年10月21日（金） 講演者：片岸 将広 

(株式会社 日本海コンサルタント 計画本部 計画技術研究室) 

            「今、自転車が熱い！ ～ヨーロッパ諸都市の自転車通行環境とＣＣＳの視察報告～」 

第15回 2009年11月16日（金） 講演者：GAO Xiaolu(中国科学院地理・資源研究部門教授) 

            「ミクロ都市地理学－住宅及び都市環境分析への応用－」 

第16回 2010年5月26日（水）   講演者：松下重雄（金沢大学地域連携センター准教授） 



29 
 

「パートナーシップによるまちづくり－グラウンドワークを事例として－」 

第17回 2010年11月12日（金） 講演者：龍 瀛（Ying LONG） 

(北京市都市計画設計研究院高級計画師・主任研究員) 

          「北京市限建計画」 

第18回 2011年5月18日（水） 講演者：イェ 京禄, 阪田 知彦 (国土技術政策総合研究所) 

          「土地利用評価に関わる諸外国の手法と空間データについて」 

第19回 2012年5月11日（金） 講演者：湯原麻子（国土交通省国土技術政策総合研究所主任研究官） 

「中山間地域における冬期地域防災力向上に向けて」 

講演者：イェ 京禄 

（千葉大学大学院園芸学研究科植物環境デザイニングプログラム特任講師） 

「国土の持続的な土地利用のための土地適正評価の在り方についてー日本の土地分級、韓

国の土地適正評価、英国のランドスケープ特性評価手法を事例にー」 

第20回 2012年6月22日（金） 講演者：川上光彦 

「中国・福州省三明地域の土堡及びアモイ市について」 

第21回 2012年7月6日（金）  講演者：彭 光輝（台湾都市計画学会理事長、台北科技大学教授） 

“From Land-use to Spatial Planning in Taiwan” 

第22回 2012年7月20日（金） 講演者：陣内 雄次（宇都宮大学教育学部教授） 

      「宇都宮市（栃木県）を事例に都市内分権の可能性と課題を考える」 

 

（３）国際交流ワークショップ 

「近年の中国と台湾における都市社会の動向と環境問題」 

Social, environmental issues and development in Main land China and Taiwan 

－都市の計画と管理に関するワークショップ－ 

-Urban planning and management Workshop, Nov. 7th, 2011- 

 

【主 旨】 

中国は、上海などの沿岸部を中心に都市開発と経済発展が非常に活発です。また、台湾は、隣接地域と

して、それらとの経済関係を深めながら、協力関係を構築するような動きもみられます。そのため、そ

れらの地域における都市の社会問題や環境問題も大きな課題であり、わが国としても貢献が求められて

います。 

今回の講演会は、そうした諸問題について、学術的な立場から、活発な調査研究を進めてきている大学

研究者を招き、行うものです。 

 

日時：2011年11月7日（月） 午前９時２０分～１２時 

場所：金沢大学角間地区自然科学２号館Ｃブロック７階 ２Ｃ７２０室 

主催：金沢大学都市計画研究室 

＊講演は、日本語、または、英語、または、中国語で行われます。 

  英語や中国語の場合は、日本語の概要訳の予定です。 

＊参加無料で、事前の申込みは不要です。 

 

【プログラム】 

09:20-09:30 

挨拶 川上 光彦 教授 Chairman: Prof. Mistuhiko  KAWAKAMI 

09:30-10:15 

中国における流動人口の動向と戸籍制度の変革 

Policy reform of household registration system from a perspective of the living environment of floating 

population in China 

陳 家華 教授、中国・復旦大学 
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Chen, Jiahua, Professor, Fudan University, Main land China 

10:15-10:45 

ツゥイン港とツウィン都市の連携開発 

The integrated developing project of twin ports and twin cities. 

白 仁徳 准教授、台湾・政治大学 

Pai, Jen te, Associate Professor, National Cheng-Chi University, Taiwan 

10:45-11:15 

流域汚染対策における政策不整合による長期的影響 

Long-term impact of policy mismatch on watershed health 

黄 光偉 教授、上智大学 

Huang, Guangwei, Professor, Sophia University, Japan 

11:15-11:45 

中国における都市・地域計画の環境計画と持続的開発 

Environmental  planning and sustainable development in urban and regional planning system of China 

沈 振江 准教授、金沢大学 

Zhenjiang SHEN, Associate Professor, Kanazawa University, Japan 

11:45-12:00 

意見交換等 Discussion 

司会 沈 振江（前出） 

 

（４）金沢大学総合移転事業のためのキャンパスの計画・デザイン 

 金沢大学が拡大し発展するため、城内からの総合移転事業が金沢大学に赴任する頃から始まっていた。

私自身、大学が建築系の出身で都市計画を専門にするということもあり、赴任直後から様々な形でその

事業に関わってきた。最初は、石川県・金沢市が提示した移転候補地から移転先を絞り込むこと、角間

に決定後は、起伏の多い山間の地におけるキャンパス計画である。いずれも、私が提案した方向に進行

することになり、なんらかの貢献ができたのではないかと思っている。 

具体的な建物の配置や建築計画においても関わってきた。必ずしも業務として辞令をもらわなかった

ものもあり、学内で担当する施設部に協力しながら、様々な形で関与してきた。一時、担当責任者が私

の教え子であり、彼が理工薬系の建物配置計画を主導して大きく変更し、現在の骨格が形成された。屋

内のプロムナードの整備など小立野キャンパスに比較して各段に優れ、学生諸君が過ごしやすい建物や 

 

 

   アメリカの大学キャンパス視察               移転事業協力教員 

 

施設を整備できたと思っている。 

具体的な建築計画段階になると、学部や学科の利害調整が多くなり、そのような場にも参加すること

があったが、このような役割は必ずしも私の責務ではないかとも思いながら苦慮したこを思い出す。い
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ずれにしろ、このような大規模な移転事業を行う大学においては、移転計画を担当する専任的教員を配

置している場合が多いが、金沢大学の場合は、建築系学科がないこともあり、私がこのように多く関わ

ることになったものである。 

 

Ⅴ－２ 研究会等の活動 

 

（１）地域・都市計画研究会 

 大学に在籍する都市計画分野の学識経験者として、自治体などから、各種の計画策定のための委員会

などへの参加依頼が少しずつ増えた。そうした機会において、自治体などの担当者や、計画策定業務を

受託したコンサルタント担当者と接する機会も増え、少しずつ人的なネットワークが広がっていった。

そのため、そうしたネットワークを生かした交流活動を行うために本研究会を設立した。地域の大学の

研究者、および、自治体やコンサルタントの勤務者などの関係者に広く参加を呼び掛け、業務と直接関

わらない形で自主的で比較的自由な交流活動を行った。 

 1987年度より開始し、下記のように、月１回程度、土曜の午前などに、一人または二人の報告をいた

だき、意見交換を行った。最も多いときには、80名程度の会員が参加していた。年に１回程度は懇親会

をしたり、懇親を兼ねて一泊二日の見学会を行ったりした。私自身もそこで新たな知己を得るなどネッ

トワークが広がったように思う。それ以来、本研究会が解散した後も、様々な形でおつきあいしている

方々が多い。 

 会費は、入会しやすくするため、年間1000円とし、事務局は馬場先先生と私で行い、運営のために、

幹事の方に研究会の企画などをお願いした。1998年度には、事務局を高山・小林先生に交代し、同様に

して研究会活動を続けた。しかし、徐々に研究会への参加者が少なくなっていったため、1999年度にお

いて、12年余の活動をもって発展的に解散することにした。 

なお、本研究会のネットワークから、地域のまちづくりについての本の出版が企画され、「川上光彦、

丸山敦、永山孝一（共編著）、21世紀へのプロローグ  まちづくりの戦略，山海堂（1994）」の出版につ

なかったものである。 

 

＊以下は地域・都市計画研究会の活動で判明したもののみ、報告者の所属等はすべて報告時のもの 
 
1987 年度任意団体として設立、活動スタート 
＊事務局：川上光彦（代表）・馬場先恵子 

幹事：増田達男、中村和宏、宮島昌克、安島博幸、濱博一、高山純一、金木健 
1987.9.12       安島博幸（金沢工業大学） 
           わが国のリゾート開発の歴史 
        四尾 泰（日本海コンサルタント） 
           つかしん等の住宅団地視察報告 
1987.10.17      住川俊一郎（石川県） 
           石川県における公営住宅整備の歩み（現地見学含む） 
1987.11.14      北原良彦・濱博一（計画情報研究所）、馬場先恵子（金沢大学） 
           コミュニティ道路 
1987.12.12      川上光彦（金沢大学） 地区交通計画 
        水野雅男（地域振興研究所） 北欧のリゾート開発 
             ＊終了後、「ニューグラントイン」で懇親会 
1988.1.9        宮島昌克、遠藤聰 
1989.4.15       南保、伊藤悟 
1989.5.3,4        富山県西部地区見学会 
           福光町役場、利賀村、民宿「いなくぼ」泊 
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富山県利賀村視察 

 
1989.7.22       高山純一、四尾泰 
1989.9.9        川上光彦、北原良彦 
1989.10.28      安島博幸、吉田洋 
1989.12.9       増田達男、濱博一 
1990.4.21       川上光彦、三谷浩二郎、宮島昌克 
19905.21        川畑 明 住宅地での居住環境整備の新しい展開について 
1990.6.16,17    白山山麓地域見学会（１泊） 
           吉野工芸の里、フィジック白峰・スプラッシュ、春風旅館泊 
           小松健康村（加賀八幡温泉） 
1990.7.14       中村和弘（金沢市都市景観対策室） 
           都市景観計画－金沢市を事例として－ 
1990.9.8        竹村裕樹（石川県） 
           最近の道づくりについて 
1992.1.18       山中英生（徳島大学工業短期大学部） 
           地区交通計画の変遷と最近のトピックス 
1992.12.22      山岸勇（石川県土木部道路建設課） 
           ヨーロッパの都市開発プロジェクト 
         竹内正人（石川県珠洲土木事務所） 
           ヨーロッパの街並み・住宅 
1993.4.27       岩本健良（金沢大学文学部行動科学科） 
           北陸地域住民のアメニティと生活満足度 
1993.5.28       増田達男（金沢工業大学）・米沢佳人（アールアイエー）・川上光彦 
          歴史的市街地における住環境整備事例・夢の協働建替えコープ 
1993.6.15       小谷通泰（神戸商船大学） 
          都市における自動車需要の管理方策 
1993.6.28       榊原和彦（大阪産業大学） 
          土木デザイン論 
1993.7.10       中村和宏（金沢市景観対策課） 
          金沢市の東山・浅野川界隈における保存修景事例（見学会） 
1993.7.22       丸山 敦（地域振興研究所） 
          都市における遊び空間の歴史的変遷 
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1993.8.27       宮島昌克（金沢大学工学部） 
         能登半島地震、釧路沖地震および北海道南西沖地震による災害状況と防災上の課題 
1993.9.22       伊藤 悟（金沢大学教育学部） 
          北陸諸都市のイメージとその地域的背景 
1994.1.7        増田達男（金沢工業大学） 
          ロンドン周辺の住宅地について 
        金木 健（石川高専建築学科） 
          英国の伝統的農村集落保存 
             ＊終了後、「高崎」にて懇親会 
1994.7.2        川畑 明（地域計画事務所ヒューマンネット） 
          ＨＯＰＥ計画による住まい方改善計画 
1994.8.1        北島しな子 
          「歴史的町並み地区」における住生活と住意識 
        中村和宏（金沢市都市政策部まちなみ対策課） 
          「金沢市こまちなみ保存条例」の概要と歴史的町並みの保存 
 
*幹事：伊藤悟、川畑明、高山純一、中村和宏、増田達男、丸山敦、安江雪菜 
 
1994.9.2        西本俊晴（真柄建設技術研究所） 
          「鳴り砂」の解明 
1994.10.7       陣内雄次（地域振興研究所） 
          アメリカにおける環境教育と日本での取り組みの状況 
1994.12.8       荒井利春（金沢美術工芸大学） 
        安江雪菜（計画情報研究所） 
          バリアフリーな住宅と交通サービスの取り組み 
            ＊終了後、「竹泉」にて懇親会 
1995.3.20       安島博幸（金沢工業大学） 
          外からみた金沢のイメージ 
            ＊終了後、「あまつぼ」で安島氏（立教大学への転出）の送別会 
1995.5.20       坂本英之（金沢美術工芸大学） 
          シュトゥットガルトのまちづくり 
1995.6.30       加藤誠（石川県土木部建築住宅課景観まちづくり係） 
          石川県景観形成施策の新たな展開 
1995.8.8        竹村裕樹（石川県土木部都市計画課） 
          フランスの街の魅力・再発見 
1995.9.2        遠藤聡（地域振興研究所） 
          木造住宅生産担い手育成事業－富山県の取り組み－ 
1995.9.30       村田昭仁（金沢市土木部みち筋整備課） 
          金沢市のみちすじ整備事業 
1995.11.10      藤田暁男（金沢大学経済学部） 
          「非営利セクター」の理論と活動 
1995.12.15      アズビー・ブラウン（金沢工業大学） 
          ニューオーリンズの都市と住宅 
             ＊終了後、「一十百」にて懇親会 
1996.3.14        北原良彦（金沢大学共同研究センター客員助教授・国土審議会計画部会専門委員） 
          21 世紀に向けての国土計画 
1996.4.17        神谷浩夫（金沢大学文学部） 
          大都市郊外地域における住民の日常活動と保育サービス－時間地理学的分析－ 
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1996.6.6         四藤一成（計画情報研究所） 
          金石快速バスの試行実験によるバス活性化の試み 
1996.7.5         米田亮・森山奈美（計画情報研究所） 
          市民参加型まちづくりの試み－七尾市府中緑地計画の事例－ 
1996.9.4         岡田宣之（金沢市都市政策部まちなみ対策課） 
          金沢市における屋外広告物誘導と広告物条例 
1996.9.26       「北陸における市民参加型まちづくりを考えるフォーラム」 
                    基調講演 上野真城子（アーバンインスティチュート研究員・在アメリカ） 
          パネルディスカッション 
          パネリスト 五十嵐由利子（新潟大学教育学部）、上野真城子、國本勇作（金沢

東山まちづくり協議会）、坂本英之（金沢美術工芸大学）、佐々木雅

行（金沢大学経済学部）、下河内司（金沢市助役）、陣内雄次（地域

振興研究所） 
コーディネーター 川上光彦 

           金沢市市民芸術ホール、約 300 人参加、（財）北陸建設弘済会による開催助成 
1996.10.29       川畑 明（ヒューマンネット） 
           都市計画区域外市町村における建築規制と住環境整備の事例 
1996.1.16        赤須治郎（エディター・プランナー） 
           旅行雑誌編集者からみた金沢大学 
              ＊終了後、「養老の滝」で懇親会 
1996.1.28        水内俊雄（大阪市立大学） 
           昭和戦前富山県の都市計画と地域開発 
1997.4.25        水野信太郎（金沢学院大学経営情報学部） 
           都市施設の歴史的研究の意義と手法 
1997.5.16        杉田 聡（帯広畜産大学・「クルマ社会を問い直す会」代表） 
           いつまで続く、クルマ中心社会 
1997.7.17        北原良彦（株式会社 計画情報研究所） 
           アメリカにみるまちづくり商業空間 

－モントレー、カンザスシティ、ラスベガス等の事例より－ 
1997.9.12        中村博昭（石川県都市計画課）、木谷弘司（金沢市都市計画課）、角隆一（輪島市都

市整備課 
石川県における都市計画市町村マスタープラン策定の動向について 
  －全体動向と金沢市・輪島市の具体例から－ 

1997.10.9        中村和宏（金沢市瑞樹団地建設事務所） 
金沢市瑞樹団地建設計画の概要（現地見学） 

1997.11           高山純一（金沢大学工学部） 
           CG を用いた交通安全施設の設計支援システム 
           －富山県交通事故分析研究班の活動を事例として－ 
1997.12.25       丸山敦、中野雅樹（株式会社 国土開発センター地域計画部） 

バリアフリーのまちづくり事例報告 
1997.11.30       木下信弥（真柄建設） 
           建築とコンピューターによる画像処理 
         山口哲夫（計画情報研究所） 
           土木計画とＣＧ 
1998.1           増田達男（金沢工業大学） 
           米国ボストンと金沢の歴史的町並みについて 
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＊事務局を、川上・馬場先から、高山・小林に交代 
        幹事：伊藤悟、川畑明、中村和宏、増田達男、増田達男、丸山敦、安江雪菜、 
 
1998.4.23        安江雪菜（株式会社 計画情報研究所） 
           都心活性化のためのコミュニティバス導入計画について 

四藤一成（株式会社 計画情報研究所） 
           ヨーロッパ諸都市における公共交通システムについて 
1998.6.17        伊藤悟（金沢大学教育学部） 
           GIS 研究の現状と課題 
         政田幸司、野崎真弘（株式会社 国土開発センター） 
           都市計画 GIS の開発事例 
1998.7.24        本康宏史（石川県立歴史博物館） 

「軍都」としての金沢－イメージと実態の変遷－ 
1998.9.22        朝倉康夫（愛媛大学工学部環境建設工学科） 
           &真浦靖久・越智大介（愛媛大学大学院 1 年） 
           21 世紀に向けた ITS 研究の動向と最近の交通ネットワーク研究について 
           －愛媛大学交通研究グループの最近の研究テーマを中心にして－ 
 

（２）北陸道路研究会計画部会 

 道路整備に関わる行政、自治体、建設会社、コンサルタントなどの個人や企業が「北陸道路研究会」

を組織して、金沢大学の土木建設工学科に事務局を置いて、研究報告会や交流活動を行っていた。本研

究会の中に、いくつかの部会が設けられていたが、私に、本研究会の計画部会を担当するように依頼が

あり、道路整備を直接的に専門とするわけではないが、都市計画や都市整備に関わりが深いこともあり、

引き受けることにした。 

 計画部会として、都市計画や交通計画に関する講演会を企画して実施した。ただし、その多くは、並

行して行っていた「地域・都市計画研究会」と重複させて行うなどした。本研究会は、企業会員なども

多く、部会の運営費を利用できたことはまことに幸運であった。それを利用して、遠隔地から講師を招

いて、講演会を行った。 

 しかし、道路整備を必ずしも専門とするわけではないため、交通計画を専門とする、高山純一先生に

その担当を交代した。 

 

（３）バリアフリー研究会 

 わが国において、まだバリアフリー環境整備のための制度や技術が課題になりつつあるときに、金沢

大学工学部機械系岡部教授が中心となり、当時の小堀工学部長を代表として1993年から本研究会はスタ

ートした。任意団体として設立され、メンバーは石川県内を主としたが、工学系の研究者だけでなく、

社会制度や福祉問題などの文系の研究者、行政担当者、医療技術者、福祉関係者、一般市民などが参加

した。研究会は、会員百名程度であり、10名程度の世話人を中心として運営し、２，３箇月に１回程度

の講演会を開催するなど活動を進めていた。 

 しかし、代表世話人として、中心になっていた岡部教授が病に倒れ、まことに残念であつたが、逝去

された。研究会の活動を続けるため、後任の代表世話人について世話人で話し合った。私は、できれば、

引き続き、機械系の幹事の方に担っていただきたいとして固辞したが、引き受けていただけず、私が代

表世話人となり、城戸技術員が事務局を担当することになった。 

 研究会活動は、報告者をお願いして、引き続き、２，３箇月１回程度の研究会を開催して進め、また、

簡単な会報も発行した。しかし、報告会への参加者が徐々に少なくなり、報告者への依頼も困難になっ

てきたため、解散することとした。この背景には、石川県などがバリアフリー条例を制定するなどして、

徐々にバリアフリー環境整備のための制度が整備され、また、関連学会などでもバリアフリーに関する

取り組みが活発になっていったこともあると思われる。 

 解散にあたっては、金沢市文化ホールにおいて、バリアフリー・シンポジウムと交流会を開催した。 
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（４）ヨーロッパ視察 

 石川県職員竹村氏は、県の都市計画や景観行政に一貫して関わってきた方であるが、グループでの欧

州視察を企画し、メンバー、工程、視察先との交渉などを主導された。参加メンバーは、石川県職員、

大学教員、計画コンサルタントの方々など10数名である。これまで、フランス中部、東欧、南フランス、

北欧など５回ほどそのような機会をもつことができた。私は年長ということもあり、必要なときだけ団

長の役割を果した。 

 ストラスブールやボルドーなど都

市計画に必須の地を視察することが

でき、深く感謝している。また、日頃

お付き合いのある方々との楽しい道

中もとても愉快な経験であった。 

 

 

 

 

 

 

オスロ市の責任者ヒアリング 

 

（５）金沢市まちづくり専門員 

 山出氏が助役のときであるが、1990

年に金沢市のまちづくり専門員の制度がスタートした。デザインや景観を専門とする大学教員２名の方

とともに３名で担当した。金沢市の担当部局における政策決定過程において、必要とする場合、テーマ

別に最も近いまちづくり専門員が依頼を受けて、担当者と検討事項を協議し、意見交換や提案などを行

うものである。他自治体においては、建築物や公共施設の景観について、大学教員や専門家が景観アド

バイザーなどとして関与する事例はみられたが、このように、自治体内部の政策形成過程の初期から関

わっているケースは稀有な事例ではないかと思っている。 

 私が担当したテーマは、都市計画、土地利用、住宅政策、都市景観、交通環境、バリアフリーなど多

岐にわたった。とくに、都市景観が重要施策として取り組まれつつあった時期でもあり、景観施策や公

共施設の景観デザインに関するものが多くあったように思う。また、都市計画については、こまちなみ

保存条例などの自主条例の内容に関する協議も多く行った。さらに、後述の金澤町家研究会を発足させ

る契機となり「金澤町家」という名称も、この協議の場において、私が提案して決定したが、現在では、

名称として広く用いられている。 

 

（６）地方都市研究会 

  森村道美先生が東京大学から長岡技術科学大学に転任される予定を契機として、中出文平先生からの

依頼により、任意団体として「地方都市研究会」を立ち上げた。私が代表となり、毎年１回の会合を持

つような形で進めた。会合は、研究会メンバーに担当を依頼して、いずれかの地方都市を取り上げ、そ

の都市の視察を行うとともに、研究会メンバーと当該都市計画のスタッフと意見交換するように進めた。 

 第１回は、次頁の案内に示すように、私が担当して、1997年5月に金沢市において開催した。その他

の開催は、下記のように行った。なお、所属等はすべて当時のものである。 

 

1997年 5月  金沢市 担当：川上光彦（金沢大学） 

1998年 5月 長岡市 担当：中出文平・樋口秀（長岡技術科学大学）  

1999年 5月  豊橋市 担当：大貝 彰（豊橋技術科学大学） 

2000年 5月 福島市 担当：阿部成治（福島大学） 

2001年11月 富山市 担当：中出文平・樋口秀（長岡技術科学大学） 
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2003年 5月 三重県伊勢市 担当：浦山益郎・浅野聡（三重大学） 

2004年 5月 長野市 担当：浅野純一郎（長野高専） 

2006年 5月 岐阜県多治見市 担当：海道清信（名城大学） 

 

 

（７）金沢まちづくり市民研究機構・ディレクター 

金沢まちづくり市民研究機構の取り組みは、全国的にもユニークな取り組みである。「金沢世界都市

構想」および金沢世界都市戦略会議の提言を受け、平成15 年に設立され、これまで延べ641 人の市民

研究員に参加した。市民が自主的に参加し、ディレクターのもとで、それぞれ、都市づくりやまちづく

りに関わるテーマについて調査研究し、金沢市や市民に提案する。それらについて、各担当部局が参考

にしたり、施策化を検討したりする。また、こうした活動を通じて、参加市民がまちづくりについての

理解を深め、市民活動のリーダー的な意識と能力を獲得していくことになる。 

 大都市においては都市政策についての研究部門を持っているところがあるが、専門スタッフを有する

研究機関の利点は多いが、設立や運営のために多額の資金等を要し、人事も硬直的になりやすいなどの

課題もある。本研究機構は、既存の自治体研究機関が持つこのような課題を避けることを意図し、機構

として専門スタッフを持たないで設立、運営された。したがって、その最も大きな利点は、市民による、

市民の生活体験や問題意識にもとづいた、まちづくりへの研究と提言である。 

報告書などに盛り込まれた成果や提言は、このことを踏まえて的確に評価する必要がある。また、各

グループのディレクターとして、地元大学に在籍する教員の経験と学識を巧みに生かした点も良好に運

営できた秘訣と思われる。2012年に第9 期、約10 年間の活動をもって本研究機構を終えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              研究発表会後の記念撮影 2012.9 

 

私は、第1 期より第9 期、つまり、結局、最初から最後までディレクターを担当した。世界都市構想

の実現のための戦略会議にも参加し、そこで、私自身も都市づくりを調査研究する組織の提案を行って

いる。つまり、10 年以上の付き合いになる。私の場合は、都市計画を専門としていることもあり、テ

ーマは、都市づくりに関連することで、市民が集う研究会にふさわしいものを検討し、下記のような報

告書をとりまとめた。 

第1、2 期 「まちなか再生のためのまちづくり」 

 第3、4 期 「市民・住民の参加・主体による個性的で豊かなまちづくり」 

 第5、6 期 「金沢における地域コミュニティの活性化」 

 第7、8 期 「子育てにやさしい都市・まちづくり環境の整備推進」 

 第9 期 「コミュニティカフェ活動による市民協働のまちづくりの推進」 
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「コミュニティカフェサミットin 金沢」  2012.7 

 

（８）特定非営利活動法人 金澤町家研究会 

金沢市は、これまで歴史的な建築や町並みの保存、修景について積極的に取り組んできているが、一

方、そうした施策の対象にならないものも多く、継承や活用がなされないまま、空き家化や取り壊され

て駐車場などに転用されているものも少なくない。中心部の歴史的建築は、金沢の気候風土に合わせて、

住まい、商い、作業場などの建築空間として発展、継承されてきたものである。そこには、建築的な技

術だけでなく、都市の生活や文化などと密接に関わり、それらを包容する都市空間として長く機能して

きたものである。城下町時代などこれまでの歴史を多世代にわたって継承してきている最も金沢らしい

文化的な景観であるといえよう。 

本研究会は、このような問題意識のもとに、これまで金沢の歴史的建築に関わってきた研究者、建築

技術者、コンサルタント、学生、一般市民などが集い、2005年６月に発足し、活動してきているもので

ある。発足に際して、金沢の場合は京町家とは異なり、城下町であったため、武士系の歴史的建築も多

いが、それらを総称するため、「金澤町家」とすることを決めスタートした。これまで、金沢市から金

澤町家の実態調査や継承・活用のための事業を受託するとともに、研究会として独自の継承・活用のた

めの事業や広報活動を実施してきた。 

主な活動内容としては、金澤町家の実態に関する調査研究、金澤町家についての市民向けのセミナー

の開催、「町家巡遊」の開催、優良金澤町家の選定と認証、町家改修工事の見学、金沢市より受託した

「金澤町家流通コーディネート事業」などである。これらの活動については、年度ごとに報告書をとり

まとめてきている。私は理事長として、全体のコーディネートを担当するとともに、幹事会や流通部会

の座長などを務めている。 

 

（９）歴史的密集市街地整備研究会 

金沢市においては、歴史的市街地について、伝統的建造物群保存区域、こまちなみ保存区域などの指

定と保存の取り組みを行っている。しかし、一方、これらの歴史的市街地は、老朽木造密集市街地でも

あり、また、中心市街地でもあるため、居住環境整備上の諸課題に対応し、中心市街地としての再生に

も取り組む必要がある。 

金沢市においても、すでに密集市街地整備の取り組みとして、重点整備地区の指定、地元住民との防

災まちづくり協定の締結、そこにおける狭隘道路拡幅整備等などの取り組みなどを進めている。また、

金澤町家の継承活用のための取り組みを行っている。今後、そうした取り組みを踏まえつつ、京都市な

どの先行事例を参考にしながら、さらに一層総合的に連携した独自の取り組みを進めていく必要がある。 

本研究会は、このような問題意識にもとづいて、金沢市関係課から職員を派遣いただき、地元でこの

ような事業に関わってきたコンサルタントからも参加いただいた2012年度に行ったものである。なお、

本研究会は、一部のメンバーで、金沢市関係課とも連携しながら、2013年度も調査研究を継続すること

にしている。 
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◆メンバー 

川上光彦(研究会主査)、沈振江(金沢大学)、増田達男(金沢工業大学)、金沢市都市計画課、同市街地再生

課、同建築指導課、同住宅政策課(まちなか住宅再生室長)、同道路管理課(生活道路室長)、同歴史建造物整

備課、日本海コンサルタント、国土開発センター、サンワコン 

 

◆研究会活動 

第1回 5月28日(月) 16:00-(17:45頃) 

議題 金沢市の歴史的密集市街地の実態と課題、金沢市のこれまでの取り組み概要 

密集市街地整備の関連制度概要 

第2回 6月25日(月) 16:00-(17:45頃) 

議題 金沢市の取組みについて(関係課による紹介) 

第3回 7月30日(月) 16:00-(17:45頃) 

 議題 金沢市の取り組みについて(その2) 

密集市街地の制度と事例(国制度、大都市事例) 

8月8日、9日京都市のヒアリング、視察(川上のみ) 

第4回 10月1日(月) 16:00-(17:45頃) 

議題 京都市における密集市街地の取組みについて 

第5回 11月5日(月) 16:00-(17:45頃) 

議題 金沢における歴史的市街地・街路について、住民参加の方法について 

第6回 12月3日(月) 16:00-(17:45頃) 

議題 歴史的密集市街地における問題と課題-金沢市の場合- 

第7回 3月4日(月) 16:00-(17:45頃) 

議題 金沢のまちなか区域における歴史的建築物の実態と変容 

 

Ⅴ－３ 講演・シンポジウム 

 

1. わが国の都市計画制度の特徴と課題、1985.6.15 

 

2. 金沢の都市構造と都市計画、1086.11.26 

 

3. 金沢大学公開講座、「住みよい街づくり」、「大地と人間－土木工学のロマン－」分担、金沢大学大学

教育開放センター、1987年9月、MROテレビ 

 

4. 金沢市都心軸整備懇話会講演、「都心軸整

備の課題と若干の提言」、1990.7.11 

 

5. 金沢市部局別人事研修、「まちづくりと都

市景観」、金沢市主催、1990.8.27 

 

6. 都市景観の日記念まちづくりシンポジウ

ム金沢・パネルディスカッション・パネ

リスト、石川県・金沢市主催、建設省・

都市づくりパブリックデザインセンター

後援、1990.10 
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7. 長野県北信地方事務所まちづくり講演会、「雪国のまちづくりと沿道景観」、1990.10.15                   

 

8. 大蔵省北陸財務局国有財産活用研究会講演、「金沢の都市開発と保存－城跡を中心として－」、

1991.4.19 

                           

9. 金沢経済同友会都市デザイン委員会・講演、「金沢の都市デザインについて語る」、1991.9.18 

 

10. 金沢市農業委員会総会講演、「農のあるまちづくり」、1992.1.28 

 

11. 「都市計画と都市開発の動向」同友会大学講演、1992 

 

12. 金沢市階層別研修「参事（新任課長職）研修」、「金沢市のまちづくりに期待すること」、金沢市主催、

1992.8.7、金沢市職員センター 

 

13. 金沢駅武蔵南地区住民説明会講演、これからのまちづくりを考える、1992.6.7 

 

14.  「バリアフリー生活環境論」、1994年3月24日 

 

15. 「今後のまちづくりのあり方について」、1994年3月29日 

 

16. 「生活環境のバリアフリーとまちづくり」、1994年4月17日 

 

17. 「金沢市のまちづくりの理念と今後の方向」、1994年5月9日 

 

18. 「地方中核都市づくりの現状と課題－金沢市の場合－、1994年5月21日 

 

19. 富山市都市景観シンポジウム講演、「都市景観とまちづくり」、1994.11.28 

 

20. 「まちづくり都市交流フォーラム－奈良市・高山市・東京都世田谷区・金沢市大野町」コーディネ

ーター、北國新聞社主催・金沢市後援、1995.3.15 

 

21. 金沢市部局専門研修会講演、「地区交通計画について」、金沢市主催、1995.9.29、金沢市職員研修セ

ンター 

 

22. まちづくりシンポジウム「プロが語る七尾のまちづくり」、パネルディスカッション・パネリスト、

石川県・七尾市共催、1995.10.14、フォーラム七尾 

 

23. 「まちづくり都市交流フォーラム－函館市・小布施町・京都「街の色」研究会・金沢東山まちづく

り協議会」コーディネーター、北國新聞社主催・金沢市後援、1996.3.15 

 

24. シンポジウム「高齢者にやさしい住まいづくり まちづくり」基調講演、パネルディスカッション・

パネリスト、小松市主催、石川県・高齢者住宅財団後援、1996.5.18、小松織物会館 

 

25. 「人にやさしいバリアフリー県民シンポジウム－だれもが住みよいバリアフリー社会実現をめざし

て パネルディスカッション”石川県における新しいバリアフリー社会の実現に向けて”」コーデ

ィネーター、石川県主催、1996.8.27、石川県女性センター 

 

26. 駅西まちづくり地権者の会・総会講演、「」、駅西まちづくり地権者の会・金沢市都市政策部主催、
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1997.3.1、金沢市企業局庁舎 

 

27. 「バリアフリー県民シンポジウム パネルディスカッション”バリアフリー元年の課題と今後”」

コーディネーター、石川県主催、1997.8.31、石川県地場産業振興センター大ホール 

 

28. 金沢大学公開講座講演「まちづくりと交通」、「くらしと交通」（主任講師川上光彦）、1997.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29. 第9年度（32回）宅地開発全国会議講演、「これからの都市づくりの課題－金沢の事例から人や環境

にやさしいまちづくりを考える－」、社団法人日本宅地開発協会主催、建設省・石川県後援、

1997.10.29、金沢都ホテル 

 

30. 白峰村社会福祉協議会大会講演、「バリアフリー社会の実現に向けて－誰もが自立してともに暮らせ

る生活環境づくり－、1997.10.30、白峰村公民館 

 

31. 金沢大学附属高校創立五十周年記念事業・先端分野講演、「人や環境にやさしいまちづくり」、金沢

大学付属高校・創立五十周年記念事業実行委員会主催、1997.11.3 

 

32. 日本機械化協会北陸支部西部地区地方連絡会講演、「人や環境にやさしい交通環境整備」、1997年12

月10日 

 

33. ＹＫＫＡＰ新春講演、「21世紀金沢の計画像－ひとや環境にやさしいまちづくり－、1998.1.12、金

沢全日空ホテル 

 

34. 「まちづくり都市交流フォーラム－角館町・犬山市・鎌倉市・金沢市東山まちづくり協議会」コー

ディネーター、北國新聞社主催・金沢市後援、1998.3.13 

 

35. 石川県新任課長研修講演、「バリアフリーの現状と課題」、石川県自治研修センター、1998.4.22 

 

36. 石川地域さわやか行政サービス推進協議会講演、「バリアフリー社会推進の課題」、1998.5.15 

 

37. 「能登島の明日を考える」シンポジウム基調講演、石川県・能登島町主催、1998.6.13、能登島町生

涯学習センター 
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38. エルダーホステル日本学講座講演、”Historical Feature of Kanazawa and its Preservation”、1999.10.10、

金沢市文化ホール 

 

39. まちづくりフォーラム第５回・緑の市民フォーラム－ひと・まち・文化 緑が織りなす都市づくり

を目指して－・パネルディスカッション・コーディネーター、金沢市主催、1998.10.8 

 

40. 「バリアフリー県民シンポジウム パネルディスカッション”だれもが住みよいバリアフリー社会

構築を目指して”」コーディネーター、石川県主催、1998.10、石川県地場産業振興センター大ホー

ル 

 

 

 

41. 講演、交流と連携によるまちづくり－豊かな地域社会づくり－、金沢大学・内浦町共催、1999.10.16 

 

42. 武蔵ケ辻活性化協議会講演、武蔵ケ辻の活性化を考える、2000.6 

 

43. 金沢大学サテライト・プラザ・ミニ講演－、「ともに住みよい豊かなまちづくりに向けて～景観・歴

史的環境保全・バリアフリー～」、2001.2.17 

 

44. 中国・精華大学建築学院招待講演、「日本国における都市の成長と市街地整備」、精華大学建築学院

招待講演、2001.9 

 

45. 環状大学都市・金沢 公開講座講演、都市・金沢の歴史的重層性、金沢市・大学間連絡会共催、2001.9.2、

金沢市文化ホール 

 

46. 都市景観とまちづくりシンポジウム・パネルディスカッション・コーディネーター、金沢市主催、

2001.11.14、金沢市市民芸術村 

 

47. 金沢大学公開講座講演「中心市街地活性化と都市交通」、「IT社会と交通システム（これからの都市

交通の新たな試み）」（主任講師高山純一）の分担、2001.12.22 

 

48. 松任市社会福祉協議会講演、バリアフリーとまちづくり、2003.1 

 

49. 全国市街地再開発事業担当職員研修会議講演、「地方都市再生の課題」、2003.6 
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50. 金沢大学公開講座・リカレント教育講座・主任講師、「参加型計画の理論と技法」、2003.6 

    （内容・プログラムは参考資料参照） 

 

51. 金沢市中心市街地活性化シンポジウム・パネルディスカッション・コーディネーター、2003.10 

 

52. 北陸六大学連携まちなかセミナー講演、ともに生きる都市づくりに向けて－交通環境のバリアフリ

ー－、2004.10.30、富山市内 

 

53. 津幡都市再生大学校講義、歴史的市街地における都市計画、都市再生機構中部支社担当、2005.9.27、

津幡町役場 

 

54. 金沢大学公開講座「金沢学の薦め－金沢の公共遺産を知る」、金沢城下の都市計画、2005.10.21、金

沢大学サテライトプラザ 

 

55. 日本オペレーションズ・リサーチ学会中部支部シンポジウム「観光とOR」講演、「まちづくり・観光

とOR」、2005.12 

 

56. 金沢のまちづくり－特徴と課題、学校教育との関わり－、2006.2.11 

 

57. 金沢大学公開講座講演「金沢城下の都市計画」、「金沢学の薦め－金沢の公共遺産を知る」（主任講師

北浦勝）の分担、2006 

 

58. 卯辰山山麓寺院群を巡る会講演、卯辰山に広がる寺院とその町並み、2006.10.11 

 

59. 農林水産省農業振興地域制度中央検討会講演、「都市農村地域における土地利用制度のり方」、金沢

市・六華苑、2006年10月 

 

60. 金沢のまちづくり－特徴と課題－、2007.1.11 

 

61. 福井市・フェニックス研究会講演、「中心市街地活性化施策の現状と課題」、2007年3月 

 

62. 石川県都市計画担当部課長会議講演、「人口減少時代における都市計画」、石川県・石川県都市計画

協会主催、金沢日航ホテル、2007.7.13 

 

63. 金沢学市民講座講演、平成に息づく町家、金沢大学・北國新聞社共催、2007.7.21、北國新聞会館 

 

64. 福井県大野市建築士会研修会講演、「まちづくりの課題と建築技術者の役割」、山中温泉・百峰閣、

2007.8.4 

 

65. 石川県能美市議員研修会講演、21世紀における都市計画＆まちづくり－地方小都市を中心として－、

能美市主催、2007.11.22 

 

66. シンポジウム「低未利用地を生かしたまちづくり」、パネルディスカッション・コーディネーター、

富山市主催、2008.3.1 

 

67. 黒部市都市計画マスタープラン策定委員会講演、今後の都市計画・まちづくりの課題、2008.3.13 
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68. 中国・復旦大学人口問題研究所招待講演、

「日本における人口減少時代の都市計画の

動向と課題」、復旦大学人口問題研究所主催、

2008.4 

 

 

 

 

 

 

馬さんによる研究紹介と意見交換 

2012.3 

 

69. 平成20年度行政関係技術職員のためのまちづくり研修講演、「都市計画における近年の動向と今後の

地方自治体の課題」、石川県土木部・(財)いしかわまちづくり技術センター主催、2008 

 

70. 金沢大学浅野川はんらん水

害調査団（代表 川上光彦）

速報会、2008.8.29、金沢大

学サテライトプラザ 
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71. 金沢大学公開講座講演「金沢城下の都市計画」、「金沢学の薦め－金沢の公共遺産を知る」（主任講師

北浦勝）の分担、2008.9 

 

72. 歴史的地区環境整備街路事業推進協議会第13回講習会講演、歴史的環境における公共空間デザイン、

2008.10.3、金沢東急ホテル 

 

73. 歴史まちづくり法説明会および歴史まちづくりセミナー、シンポジウム「歴史を紡ぐまちづくり」、

パネルディスカッション・コーディネーター、国土交通省北陸地方整備局・石川県・金沢市主催、

文化庁・農林水産省共催、2008.10.3 

 

74. 第36回歴史的景観都市協議会総会記念講演、金沢の都市景観形成のこれまでとこれから、2008.10.9、

ＫＫＲホテル金沢 

 

75. 全国過疎問題シンポジウム2008inいしかわ、パネルディスカッション「まちづくり－震災からの復

興における取り組み－」コーディネーター、2008.10.23 

 

76. 金沢みらいシンポジウム2008・パネルディスカッション・パネリスト、2008.11.30、ホテル日航金

沢 

 

77. 中国・福州大学建築学院招待講演、「日本の都市における都市計画・まちづくり」、2009.1 

 

78. NPO法人バリアフリー総合研究所設立10周年記念・基調講演、バリアフリー 到達点と課題、2009.8.8、

白山市市民交流センター 

 

79. 中部圏学シンポジウム講演、「中部圏における都市計画的な課題と取り組み」、(社)中部開発センタ

ー主催、2009.6 

 

80. 長崎市講演、金沢市の住居系及び非住居系の高さ制限と眺望景観づくり、長崎市主催、2009.11.24 

 

81. 金沢まちづくり市民研究機構ディレクター講座講演、交通環境におけるバリアフリーの達成状況と

課題、2009.11 

 

82. 金沢市公民館館長・主事合同研修会講演、歴史的資産を生かしたまちづくりと公民館活動への期待、

金沢市・金沢市公民館連合会共催、2009.11.18、金沢歌劇座 

 

83. バリアフリー総合研究所設立 10 周年記念基調講演、バリアフリー 到達点と課題、2009.8.8、白山

市民交流センター 

 

84. 大野市景観まちづくりセミナー講演、「金澤町家の継承・活用の実態と課題」、平成大野屋平蔵、

2010.5.22 

 

85. 中国招待講演、“Preservation of Historical Architecture and Townscape in Castle Town, Kanazawa”、2010.6 

 

86. 白山市土地利用制度研修会講演、「わが国における土地利用制度の動向と白山市のあり方-持続可能

な市街地周辺部を目指して」、2010.6.28、白山市役所 

 

87. 古材文化の会全国集会講演、「金澤町家研究会の活動概要」、ギャラリー椋、2010.9.11 
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88. 中国招待講演、“Preservation and Revitalization of Historical Townhouses and Townscape in Japan”、2010.9 

 

89. 寺町寺院群を巡る会講演、伝統的建造物群保存地区制度による寺町台地区のまちづくり、寺町台ま

ちづくり協議会主催、事務局・金沢市歴史建造物整備課、2010.10.2、大円寺、 

 

90. 都市計画講演会、「人口減少時代における土地利用計画制度の現状と課題」、石川県庁1105会議室、

石川県都市計画協会主催、事務局・石川県都市計画課、2010.10.26 

 

91. 平成22年度土木部技術職員研修（都市計画）、「人口減少時代における土地利用計画制度の現状と課

題」、富山県総合福祉会館研修室、富山県土木部、2010.10.20、事務局・富山県都市計画課 

 

92. 学芸セミナー、「人口減少時代の土地利用計画」、学芸出版社、2010.11.5 

 

93. 金沢まちづくり市民研究機構ディレクター講座講演、金沢市のまちづくりの特徴と課題、2010.11 

 

94. 小松能美都市計画連絡協議会・研修会講演、「自治体による土地利用の規制・誘導」、小松市役所、

小松能美都市計画連絡協議会、2011.9.30、事務局・小松市都市創造部まちデザイン課 

 

95. 第4回全国町家再生交流会/第3分科会「法制度と町家: 景観法は町家を活かせるか」講演・コーディ

ネーター担当、「金澤町家の継承・活用の実態と課題」、奈良県橿原市今井町今井小体育館等、第4

回全国町家再生交流会実行委員会、2011.10.8 

 

96. 台湾都市計画学会・招待講演、“Urban Planning of Japanese City ”（日本における自治体連携の制

度と運用）, 2011 International Symposium on Development Vision for Taipei Port and Taoyuan 
Aerotropolis, 2011.12.5, hosted by Taiwan Institute of Urban Planning and New Taipei City, 
Taiwan 

 

97. 福井県都市計画協会まちづくりセミナー、「自治体による土地利用の規制・誘導」、福井県国際交流

センター、福井県都市計画協会、2011.12.20、事務局・福井県土木部都市計画課 

 

98. 岐阜県都市計画講演会、「自治体による土地利用の規制・誘導」、ふれあい福寿会館、(財)岐阜県建

設研究センター、2012.2.3、事務局・ 岐阜県建設研究センター企画課 

 

99. 金沢まちづくり市民研究機構ディレクター講座講演、金沢市のまちづくりの特徴と課題、2012.2 

 

100. 石川県大学・地域連携プロジェクトシンポジウム「いしかわの高齢者の住まいシンポジウム－

高齢期を安心して暮らすために－」の企画コーディネーター、石川居住研究会・石川県共済、

2012.3.10、しいのき迎賓館 

 

101. 中国・厦門大学招待講演、 “Preservation and Revitalization of Historical Building and 
Townscape in Japan” (日本における歴史的市街地の建築・町並みの保存と再生)、2012.3 
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王教授による紹介                 夜間にも関わらず熱心に聴講する学生 

 

 
 中国福建省三明地区の土堡（どほ）視察 2012.3 

 

102. 石川県都市計画講演会、「人口減少時代における地域主権の都市計画」、石川県都市計画協会主

催、2012.10.4 

 

103. 日田市伝統技能活用協議会講演、金澤町家の継承と活用について、2013.2 

 

104. 愛知県登録有形文化財所有者の会シンポジウム講演、金澤町家の継承・活用の取り組み、2013.3 

 

105. 金沢学シンポジウム・パネルディスカッション・パネリスト、金沢大学・北國新聞社共催、

2013.4.13、北國新聞会館 
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Ⅴ－３ 学会活動 

 

1970年4月 ～  日本建築学会正会員 

1985年1月～  北陸支部常議員 

1985年4月～  論文報告集査読委員 

1988年4月～1990年3月  都市計画委員会委員 

1994年4月～1998年3月  地方都市小委員会主査 

1990年4月   住環境小委員会委員 

2005年4月～2009年3月  土地利用小委員会主査 

1972年4月～   日本都市計画学会正会員 

               1994年10月29日 都市計画学会中部支部研究発表会（実行委員長 川上） 

               1997年  「地方分権研究会」参加 1997 

1996年年5月～2012年11月  評議員 

2012年11月～       会長アドバイザリー会議委員 

          2000年 都市計画学会金沢大会・実行委員長 2000年 

1984年7月～   土木学会正会員 

          土木計画学研究発表会 論文審査員、司会、コメンテーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画学会金沢大会 2000.11 

 

 

Ⅴ－４ 各種審議会・委員会（主なもの） 

 

金沢市都市景観審議会委員、金沢市長委嘱    

金沢オムニバスタウン推進協議会委員、金沢市長委嘱 

金沢市都市計画審議会委員、金沢市長委嘱 

石川県バリアフリー社会推進賞審査委員会 

施設部門委員長・活動部門委員長、石川県健康福祉部長委嘱 

金沢市まちなか定住促進会議会長、金沢市長委嘱 

金澤町家活性化懇話会会長、金沢市長委嘱 

富山県都市景観審議会委員、富山県知事委嘱 

内灘町総合公園基本計画策定委員会委員長、内灘町長委嘱 
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金沢市こまちなみ保存委員会委員、金沢市長委嘱 

金沢まちづくり市民研究機構ディレクター、金沢市長委嘱 

石川県景観条例検討委員会委員、石川県知事委嘱 

金沢港周辺まちづくり検討会計画部会会長、金沢市長委嘱 

金沢市都市計画マスタープラン策定委員会会長、金沢市長委嘱 

石川県土地利用審査会会長(1995.10～)、石川県知事委嘱 

黒部市都市計画マスタープラン検討委員会委員長、黒部市長委嘱 

石川県建築士審査会委員、石川県知事委嘱 

金沢大学旧工学部跡地利用に関する懇話会委員、金沢大学学長委嘱 

石川県住宅マスタープラン検討委員会委員長、石川県知事委嘱 

石川県開発審査会会長、石川県知事委嘱 

金沢市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員、金沢市教育委員会教育長委嘱 

金沢市主計町防災計画策定委員会委員長、金沢市長委嘱 

金沢市商業環境形成審議会会長、金沢市長委嘱 

金沢まちづくり専門員、金沢市長委嘱 

社団法人農村環境整備センター技術検討委員会委員、理事長委嘱 

金沢市新幹線駅舎デザイン等検討懇話会委員、金沢市長委嘱 

金沢市卯辰山山麓地区保存対策検討会議委員長、金沢市長委嘱 

石川県建築士審査会委員、石川県土木部長委嘱 

石川県都市計画審議会会長、石川県知事委嘱 

金沢市駐車場検討委員会委員長、金沢市長委嘱 

石川県障害者施策推進協議会委員、石川県知事委嘱 

金澤町家活性化推進協議会会長、金沢市長委嘱 

金沢大学能登半島地震調査部会都市計画・まちづくり支援班代表 

金沢市重要文化的景観整備計画検討委員会委員、金沢市長委嘱 

金沢大学工学部跡地利活用検討委員会委員 

石川県歴史博物館リニューアル検討委員会委員長、石川県知事委嘱 

金沢市寺町台区域保存対策検討会議座長、金沢市長委嘱 

石川県住生活基本計画検討委員会委員長、石川県知事委嘱 

JR寺井駅ユニバーサルデザイン検討委員会委員長、能美市長委嘱 

金沢市卯辰山麓地区防災計画策定委員会委員長、金沢市長委嘱 
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Ⅵ．研究指導 

Ⅵ－１ 博士論文 

 

1996年3月(地球環境科学専攻) 

馬場先 恵子  みち空間におけるアメニティ向上のための環境整備計画に関する研究(乙) 

 

1998年3月修了(地球環境科学専攻) 

陣内 雄次     地方中小都市の広域的計画に関する研究 

 

1999年3月修了(地球環境科学専攻) 

永田 恭裕   高速道路における道路交通情報の提供と運転者の交通対応行動に関する研究 

 

2000年3月修了(地球環境科学専攻) 

木谷 弘司   地方中心都市における土地利用コントロールに関する研究 

 

2003年3月修了(地球環境科学専攻) 

小林 史彦   歴史的環境保全を考慮した生活空間計画に関する研究(乙) 

埒 正浩    土地区画整理事業による市街地整備に関する研究 

 

2008年3月修了(環境科学専攻) 

高木 一典   日本における都市計画マスタープランの策定と運用に関する研究 

 

2008年9月修了(環境科学専攻) 

岸本 和子     インターネットによる住民参加型の協調計画デザイン・システムの構築とその適用に

関する研究 

陳 萍（Chen Ping）  Study on Planning Support MAS Model for Impact Analysis of Large-Scale 

Shopping Center in Japan（日本における大規模商業施設の影響評価のための計画支

援MASモデルに関する研究） 

 

2011年3月修了(環境科学専攻) 

片岸 将広   地方中心都市における郊外居住系市街地の課題と計画的対応に関する研究 

山下 智    GISを用いた参加型計画支援システムの開発と適用に関する研究 

 

2011年9月修了(環境科学専攻、早期修了) 

倉根 明徳   都市計画道路の計画及び見直しに関する研究 

 

2012年3月修了(環境科学専攻) 

小柳 健    能登半島地震被災地における住宅・まちなみの復興に関する研究 

 

2013年3月修了(環境科学専攻・沈教授主任指導担当) 

馬(ま) 妍(けん)    Development of Simulation Models for Planning Support of Sustainable 
Urban Development(持続可能な都市づくりのためのシミュレーションシステムの開発に関する研

究)  
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2013年3月修了(環境科学専攻、早期修了) 

眞島 俊光   自治体条例に基づく市街地周辺部の土地利用の規制・誘導に関する研究 

 

*(乙)とは、いわゆる「論文博士」であり、その他はすべて(甲)の「課程博士」である。 

 

 

Ⅵ－２ 修士論文 

 

1979年3月修了(土木工学専攻) 

高山 純一    地域生活圏における定住性に関する調査研究 

 

1981年3月修了(建設工学専攻) 

永田 恭裕        既成市街地における居住地の整備計画に関する研究 

 

1982年3月修了(建設工学専攻) 

天野 智順    居住地整備計画における地区及び居住地の類型化に関する研究 

 

1984年3月修了(建設工学専攻) 

中塚 政和    都市計画区域における人口密度構造変化に関する研究 

 

1986年3月修了(建設工学専攻) 

西田 康隆    線形計画法を用いた地域における住宅供給計画支援モデルに関する研究 

西山 淳一    地域データベースシステムの構築とそれを用いた就業・居住構造の解析 

 

19887月修了(建設工学専攻) 

宇賀田 和巳   既存メッシュデータを用いた地方小都市における土地利用変容の要因と予測に関

する研究 －石川県加賀市におけるケーススタディ－ 

 

1988年3月修了(建設工学専攻) 

鈴木 伸夫        マトリックス法による住宅居住構造のモデル化とその計画援用に関する研究 

畠 茂雄     分布構造を考慮した住宅需給計画の方法に関する研究 

 

1989年3月修了(建設工学専攻) 

菓子 久就    空家連鎖モデルを用いた住宅供給に伴う波及現象の分析とその最適化に関する研

究 

松井 重樹    住替え連関モデルを用いた目標居住水準達成のための住宅供給計画支援モデル 

 

1990年3月修了(建設工学専攻) 

三谷 浩二郎   街路景観シミュレーションシステムの開発とその計画的利用に関する研究 
 

1992 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
後藤 孝臣   景観シミュレーションシステムの開発とその計画的利用 
 
1993 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
高橋 篤志   「線引き」制度の運用と市街地密度構造の関連性に関する研究 
藤島 正克   都市域における建築活動の変動要因と予測に関する研究 
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根石  修   歴史的市街地における地区交通環境改善手法に関する調査研究 
 
1994 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
志賀 祥雄   景観シミュレーションシステムを用いた歴史的景観の修景保全計画 
冨田 英明   地域における公営住宅建替え計画支援モデル 
森  治紀   形態規制と建築活動の関連性に関する研究 
 

1995 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
秋津 玲治   地下横断歩道における視覚的快適性に関する実験的研究 
久保 敦俊   住宅需給計画における数理的手法に関する研究 
 
1996 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
福岡 敏成   地域における公営住宅整備計画支援システムに関する研究 
 
1997 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
堀  徹也   街路整備事業による交通静穏化に関する調査研究 
笹川 洋二   形態規制と建築利用可能空間との関連性に関する研究 
中居 達紀   市街地整備手法からみた市街化過程に関する研究 
 
1998 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
田崎 敏清   通勤構造からみた地域の圏域性と広域都市計画の課題 
木津  徹   金沢市野町地区における歴史的町並みの保存・修景に関する調査研究 
 
1999 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
谷  英賢   官民協同 TDM 施策導入による交通渋滞緩和および交通行動変化の予測に関する研究 
谷口  健   橋梁データ管理支援システムに関する研究 
西  雄一   GA による橋梁補修計画支援 
馬場 啓輔   バスおよびバス停におけるバアリアフリーの実態と改善に関する調査研究 
松原  玲   都市計画マスタープランの策定状況と計画課題に関する調査研究 
飯坂 貴宏   大震時同時多発型火災における消防力低下地域の評価と最適消防計画に関する研究 
畦崎 成志   心理的影響を考慮したコンクリート構造物の補修時期決定 
王  東輝   モンテカルロ法を用いた住宅需給計画支援システムに関する研究 
上出 邦弘   土地区画整理事業施行区域における市街化の実態と関連要因に関する研究 
酒井 大輔   高速道路における通行止情報の最適提供位置に関する研究 
 
2000 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
廣瀬 智士   CA を用いた歩行シミュレーションモデルの構築 
古野 昌吾   地区まちづくり手法としての伝統的建造物群保存制度の実態と課題に関する調査研

究 
村田 英郎   通勤圏域と広域的計画区域の関連性に関する研究 
横井 武志   歴史的市街地における居住環境整備を考慮した保存修景計画に関する研究 
劉   剛   リモートセンシングデータを用いた都市環境の解析に関する研究 
清水 宏孝   ウィルス進化型 GA を援用した橋梁補修計画支援に関する研究 
中尾 仁士   建替・改善を行った公営住宅居住世帯の居住水準変化と居住意識 
野川 浩生   建築利用可能空間のモデル化とそれを用いた都市計画的コントロールに関する研究 
 
2001 年 3 月修了（土木建設工学専攻） 
加藤 一幸   GIS を用いた都市計画データベースシステムの構築とそれを用いた土地利用解析 
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清水  学   通勤構造からみた地域の圏域性と計画区域との関連性に関する研究 
竹野 茂樹   地方中心都市圏における区域区分制度の構造と人口変容に関する研究 
松浦あき子   都市計画マスタープランの策定体制および住民参加の実態と課題に関する調査研究 
 

2002年3月修了(土木建設工学専攻) 

石冨 達郎   建築規制による建築利用可能空間・建築物のモデル化とそれを用いた都市計画的コン

トロール 
大谷 瑞絵   インターネットを活用した都市計画関連情報の公開の実態と課題に関する調査研究 
北野 清晃   GIS を用いた都市計画データベースの構築と土地利用解析に関する研究 
鈴木 秀典   公営住宅団地の建替に伴う居住環境の実態と変化に関する調査研究 
 

2003年3月修了(土木建設工学専攻) 

片岸 将広   郊外型組合土地区画整理事業施行地区における地区計画の運用実態と課 題 
神谷 研史   既成市街地における地区計画の運用実態と課題に関する調査研究 
倉根 明徳   歴史的市街地における都市計画道路整備の CVM 評価に関する研究 
 

2004年3月修了(土木建設工学専攻) 

岸本 和子   VRML を用いた参加型計画デザイン・システムの開発と適用に関する研  究 
高木 一典   都市計画区域マスタープラン策定の実態と課題に関する調査研究 
竹林 政喜   地域条例にもとづく歴史的町並みの修景による景観変化に関する調査研究 
西澤 暢茂   都市計画道路の整備に伴う沿道土地利用の変容に関する調査研究 
山下  智   WEBGIS と JAVA3D を用いた都市計画支援システムの構築と適用 
渡邉 明拓   建築規制による建築利用可能空間・建築物のモデル化とそれを用いた都市計画的コン

トロール 

 

2005年3月修了(土木建設工学専攻) 

増田 智也   地域条例にもとづく歴史的町並みの保存修景と背景景観の保全 
山口 高史   交通環境におけるバリアフリーの実態と改善に関する調査研究 
寄川 貴弘   住居系用途地域における中高層建築物による実態と計画的対応 
 

2006年3月修了(土木建設工学専攻) 

植竹 俊光   歴史的市街地における居住環境の評価と定住促進に関する研究 

宇津 徳浩   歴史的市街地における住宅ストックの活用と評価に関する研究 

加藤 千智   ＣＡを用いたミクロな宅地用途変遷シミュレーションの開発と適用 

小林 伸英   歴史的町並みの背景景観における中高層建築物の影響と意識に関する実験的研究 

竹森 秀朗   VRMLを用いた地区レベルの参加型計画支援システムの構築と適用 

崔   斌(サイ ビン)  GAを用いた土地利用計画支援システムの開発と適用 

冨田 和樹   歴史的市街地における環境資源の評価と保存・整備に関する調査研究 

堀田  卓    バス交通環境におけるバリアフリーの実態と改善に関する調査研究 

松浦 洋介      土地区画整理事業施行地区における市街化の実態と中高層建築による周辺環境への

影響に関する調査研究 

路  方芳     中国北京市における歴史的町並み保存事業の計画支援の可能性に関する研究 

 

2007年3月修了(土木建設工学専攻) 

亀山 博司   生活関連施設の立地状況とコンパクトシティ化のための規制誘導 
川村 一平   CA を用いた土地利用シミュレーション・システムの開発と計画的適用 
小和田雅史   中高層建築物の形態シミュレーションと周辺住環境との関連性に関する研究 
中原  聖   参加型計画支援システムを用いた教育啓発に関する研究 
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松谷 圭祐      金沢市中心部における歴史的木造家屋の継承に関する調査研究 
 

2008年3月修了(土木建設工学専攻) 

生駒 奉文   歴史的木造密集市街地における建築更新と防災性向上に関する研究 

杉田  広明      長期未着手都市計画道路沿線の住民意識と地区変容に関する調査研究 

恒川 真康   VRMLを用いた同期的協調計画デザイン支援システムの構築と適用 

中野 達也      文化財庭園におけるアクセシビリティの実態と課題に関する調査研究 

西本 瑛一   インターネットにおける参加型計画デザイン支援システムの構築 

―まちなみデザインCMS－ 

 

2009年3月修了(土木建設工学専攻) 

串田 隆昭      ＧＩＳを用いた市街地形成シミュレーションシステムの開発と適用 
講神 雅人   マルチエージェントシステム（MAS）を用いた大規模商業施設の立地評価に関する研

究 
竹迫 圭祐   金沢市における空き町家の実態とその解消方策に関する調査研究 
田中 志野   地方都市中心市街地における人口密度構造変容と土地利用変動の実態と課題に関す

る研究 
藤田 和也   中高層建築物の周辺環境への影響評価と高度地区規制に関する研究 
本舘 孝文   商業施設の都市計画的規制誘導の実態と計画手法に関する研究 
 

2010年3月修了(土木建設工学専攻) 

長原 俊介      都市計画道路整備における沿道街並みの一体的整備事業の評価 

松矢 裕一郎  既成市街地における歴史的建築ストックの残存状況と都市計画的役割 

宮脇 達也   木造密集市街地におけるまちづくり誘導手法による居住環境整備に関する研究 

 

2011年3月修了(土木建設工学専攻) 

平井 建二  大規模商業施設の立地実態と都市計画的規制誘導に関する研究 

伏見 新   地方中心都市の郊外居住系市街地における変容と計画的対応に関する研究 

山下 泰士  歴史的市街地における町並み保全を考慮した居住環境整備計画に関する研究 

 

2011年9月修了(土木建設工学専攻) 

胡 飛瑜(コ ヒユ)  高齢者利用福祉施設の需要分布と配置計画に関する研究～石川県を事例として 

 

2012年3月修了(土木建設工学専攻) 

森國 浩一    歴史的市街地における都市計画道路の見直しに関する研究 

 

2013年3月修了(土木建設工学専攻) 

ティエン   Comparative Study on Land Use Planning and Public Participation between Japan 
and Vietnam 

滕 瀟(テン シャオ)  日中における震災後の住宅と住宅地の復興に関する研究 

大西 宏樹  中高層建築物の建築活動に対する形態規制の影響評価と計画課題に関する研究 
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Ⅵ－３ 卒業論文 

 

 

コペンハーゲン 1974.8 
 

*1976年4月より、川上光彦助手着任、「川上研究室」として活動 

 

1977年3月卒業(土木工学科) 

高山 純一  都市圏における住宅動態モデルに関する研究 

忠田 友幸  都市圏における人口動態モデルに関する研究 

 

 

 

1978年3月卒業(土木工学科) 

遠藤 達夫  人口情報よりみた居住地特性および変容解析 

大西 豊志  居住地における土地利用構成について 

 

1979年3月卒業(建設工学科) 

飯田 昌和（土木工学科） 既成市街地における住宅と生活環境に関する研究 

田附 亮（土木工学科） 伝統都市・金沢における用水の再生 

永田 恭裕  金沢旧市街地における住宅更新システム 

深田 進   地方都市における住居移動の構造 
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水野 勝仁  細街路と広見における歩行者空間の再生 

 

1980年3月卒業(建設工学科) 

天野 智順  都市の居住地類型化に関する研究 

荻原 敏治  金沢都市圏における近年持家取得者の住替え構造に関する研究 

高島 和夫  メッシュ・データ・システムによる都市環境の分析 

林  力   持家取得者の住宅環境評価に関する調査研究 

 

 

 

1981年3月卒業(建設工学科) 

浅村 精一  既成市街地における居住地更新過程と整備計画手法に関する研究 

加藤 正樹  用途地域制による住宅の立地誘導効果に関する研究 

川崎 賢二  日本における市街地の変容とその特性について 

下里 恒夫  金沢都市圏における土地区画整理事業に関する調査研究 

吉田 茂雅  金沢都市圏における道路位置指定による住宅地開発分析 

 

1982年3月卒業(建設工学科) 

稲木 健一郎 小地域区分統計による住宅建設および世帯数の変動実態とその関連性 

小原 隆一  マルコフ連鎖を用いた住居移動の特性分析 

木谷 弘司  用途地域制による住宅の立地誘導効果分析 

高島 純一  用途地域制による土地利用強度規制の効果分析 

中塚 政和  人口密度構造変化よりみた「線引き」の効果分析 

 

1983年3月卒業(建設工学科) 

川島  篤   地域計画のための地域特性とその変容分析 
川島 唯司   都市モデルを用いた地域・都市構造の分析 
辻  政孝   都市地域における居住者の居住環境評価意識構造に関する研究 
丸山  守   地域における住宅政策の展開と住宅モデルに関する研究 
 

1984年3月卒業(建設工学科) 

榧野 雅之   金沢市伝統環境保存条例による歴史的町並み保存に関する研究 

長沢 弘樹   住宅の敷地規模に関する統計的分析 

西田 康隆   点的都市施設の配置計画支援モデル 
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西山 淳一   市町村総合計画にみる地域計画の方法と実態 

 

1985年3月卒業(建設工学科) 

宇賀田 和巳  既存統計資料の地域計画への利用可能性とデータベース構築に関する研究 
村山みき夫   住宅の敷地とその利用に関する統計的分析 
森  茂也   地域における住宅需給計画支援モデル 
山口 高史   歴史的市街地における街路空間の計画学的研究 
 

＊高山助手、馬場先助手と都市計画・交通計画研究室として指導 

 

1986年3月卒業(建設工学科) 

宇佐 武則   標準メッシュ・データ・システムを用いた就業・居住構造の解析 
大野  隆   利用者利便性からみた道路網形態と土地利用パターンの整合性評価に関する研究 
鈴木 伸夫   地域における居住構造予測モデルに関する研究 
高山  篤   能登地域を対象とした Information Minimising ApproachによるOD調査法の適用性

に関する研究 
中村 博昭   標準メッシュ・データ・システムを用いた都市化の空間構造解析 
畠  茂雄   延床面積を用いた住宅ストック・フローの規模計画に関する研究 
 

1986 年 3 月卒業（土木工学科） 
鹿毛 達也   動的計画法を用いた集合住宅の維持・更新の経済的最適性に関する研究 
廣田 敦志   金沢都市圏を対象とした各種実測路上交通量モデルの適用性に関する研究 
山下 正貴   質問紙調査法を用いた金沢都心部における端末徒歩通勤に関する研究 
 

1987年3月卒業(建設工学科) 

青柳  浩   既存メッシュデータを用いた人口と従事者の空間的分析とその変容分析 
菓子 久就   住居及び居住地の選定と評価に関する非集計的分析 
高橋 利春   通勤徒歩トリップにおける経路選択性向に関する調査研究 
中島 良光   観測リンク交通量を用いた交通量推計モデルの目的地選択確率の修正法 
中田淳之介   エントロピー最大化による交通需要分析モデルの精度比較とその実用化 
二宮 寿男   住宅ストックの維持・管理・更新に関する計画学的研究 
福富 泰司   街路景観評価に関する心理学的分析 
松井 重樹   地域における住宅供給計画モデルに関する研究 
山中 陽一   金沢都市圏における歩行者交通の OD 推計に関する基礎的研究 
 

1988年3月卒業(建設工学科) 

市野 博司   建物の維持更新の経済的最適性に関する研究 
井上 泰之   都市計画的ゾーニングと市街地構造の変容に関する研究 
熊野 一生   歴史的市街地における大規模建築物の立地活動とそれによる変容 
桑野 稔也   推移確率モデルと用いた住居移動の特性分析 
佐藤 公康   観測リンク交通量を用いた OD 推計モデルの適用性に関する実証的研究 
下村 泰啓   住宅の居住室面積の不均等性に関する研究 
根石  修   歴史的市街地における地域住民の街路構造の評価意識 －金沢における調査研究－ 
藤本 克郎   人口関連指標を用いた交通活動の時間変動推計に関する研究 
三谷浩二郎   自動車内の視点から見た道路景観の評価構造に関する研究 －石川県内の代表的幹

線道路の場合－ 
山形 勝久   地域住民の安全意識からみた交通規制策の評価に関する研究 
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1989年3月卒業(土木建設工学科) 

阿部 伸樹   歴史的市街地における大規模建築物による市街地変動 
岡田 典夫   「線引き」による市街地構造変容に関する既存メッシュデータを用いた解析 
木口屋昌蔵   異常気象時における連結性能からみた道路網整備水準評価に関する研究 
垣中 信二   道路整備と通勤流動の変化構造に関する研究 －石川県におけるケーススタディ－ 
新谷 毅    住宅の不均等性に関する研究 
寺西 盛広   用途地域制による建築物の立地コントロールに関する研究 
山本 良司   マトリックス法による住宅居住構造のモデル化に関する研究 
吉田  均   地域特性からみた発生交通量の時間変動分析に関する研究 
吉田 安弘   形態規制を考慮した街路景観のシミュレーションとその評価 
 

1990年3月卒業(土木建設工学科) 

石川 泰之   道路交通からみたパーク・アンド・バスライド方式導入の評価方法に関する研究 
石田  敬   金沢都市圏北部地域における住宅需要構造に関する調査研究 
今田 啓介   部分グラフの集約化による道路網の全点間信頼度解析に関する研究 
上田 信和   用途地域制と住宅建築活動との関連性 －金沢市における調査研究－ 
内山猪一郎   街路空間特性と犯罪発生構造との関連性 －金沢市における調査研究－ 
大道  進   都市における建築活動の実態とその計画的コントロールに関する研究 
奥村  洋   金沢都市圏における住居移動の特性分析と移動圏域の設定方法に関する研究 
鎌田 徳彦   街路景観シミュレーションシステムの開発とその計画的利用に関する研究－金沢都

心軸街路におけるケーススタディ－ 
北庄司洋一   自動車交通の経路選択特性に関する調査研究 
北村 浩一   城下町金沢における街路構造とその空間的特性 
後藤 孝臣   都市における景観基本計画の方法に関する研究 －金沢市伝統環境保存地区の事例

を通じて－ 
伴  治生   信号交差点の交通容量を考慮した道路網最大容量解析に関する研究 
長木  良   居住室面積の不均等性とその関連要因の分析 
吉野 博行   既存メッシュデータを用いた都市計画的ゾーニングによる市街地構造の変容に関す

る研究 －金沢都市圏におけるケーススタディ－ 
 

1991年3月卒業(土木建設工学科) 

浅野 達也   景観シミュレーション・システムを用いた眺望景観の評価 
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遠藤 高広   分布構造を考慮した居住水準別剰余畳数の世帯要因との関連性分析 
加藤 晴久   城下町金沢における街路構造とその空間的特性 
加藤 正人   バス専用レーン設置効果からみたパーク・アンド・バスライド方式導入の評価 
後藤 正友   用途地域制との関連でみた居住環境水準とその評価意識 
佐藤 秀弘   街路空間特性と交通事故発生構造との関連性 
高橋 篤志   歴史的住居系市街地における住宅ストック・フローの統計的分析 
藤島 正克   都市域における建築活動の実態とその計画的コントロール 
船塚 清隆   景観シニュレーション・システムを用いた斜線制限緩和に伴う街路景観の変化とその

評価 
古橋 健樹   信号交差点における遅れ時間を考慮した交通量配分法 
三浦  学   公社分譲住宅を対象とした金沢都市圏における住居移動特性に関する調査研究 
森脇 義雄   既存メッシュデータを用いた都市計画的ゾーニングによる市街地構造の変容分析 
矢島 達朗   マップ法による自動車交通の空間的経路選択特性に関する調査研究 
 

 

 

1992年3月卒業(土木建設工学科) 

小野田 敦   幹線道路における交通事故特性の統計的分析 
近藤 泰光   パーソントリップ調査データを用いた時間帯別交通需要の変動特性分析 
志賀 祥雄   景観シミュレーションシステムを用いた眺望景観の評価法 
下中 英治   公共空間におけるバリアフリー化に関する調査研究 
武野 雅至   都市内大規模開発が周辺道路交通に及ぼす影響の予測とその評価に関する研究 
田中 邦彦   マトリックスを用いた地域における住宅需要推計モデル 
冨田 英明   城下町金沢における街路構造とその空間的特性 
林   徹   街路空間特性と交通事故発生構造との関連性 
森  治紀   建築形態規制の街路景観に及ぼす影響とその評価 
森本 拓也   歴史的住居系市街地の人口動態と建物変容に関する分布 
亀谷 靖文   信号交差点を組み込んだ時間交通量配分モデルによる渋滞現象の分析 
関軒 明宏   地区交通計画の方法に関する調査研究 
北村 暢彦   マップ法による自動車交通の経路選択特性に関する調査研究 
 

1993年3月卒業(土木建設工学科) 

秋津 玲治   地下横断歩道における快適性に関する研究 
石井 信通   トポロジー変換法を用いた異常気象時の道路網信頼性解析 
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串田 淳哉   都市域における建築活動の変動要因と予測に関する研究 
久保 敦俊   推移確立行列を用いた住居移動の特性分析 
嶋崎 雅嘉   歴史的市街地における地区交通環境改善手法に関する調査研究 
関  寛之   線引き制度の運用と市街地密度構造の変容に関する研究 
高木 達弘   地理情報システムの開発とその都市計画的利用 
辻 公康   都市内大規模開発が周辺道路交通に及ぼす影響の予測とそのビジュアル      

化 
橋本 慎治   金沢都市圏における信号交差点を組み込んだ時間交通量配分モデルに関する研究 
福岡 章寛   居住室面積の不均等性に関する研究 
毛利健太郎   交通量変動特性を考慮した金沢における P＆BR システム導入の効果予測 
中川  聡   歩道における路面舗装の色彩に関する研究 
 

 

 

1994年3月卒業(土木建設工学科) 

足立 義幸   遺伝的アルゴリズムを用いた吸収マルコフ連鎖による観測交通量からのOD交通量推

計法 
飯田 憲司   CG を用いた歩道の色彩評価に関する実験的研究 
磯部  篤   線引き制度の運用と都市計画区域の人口密度構造の変容 
井上 秀行   信号交差点を組み込んだ時間交通量配分モデルによる道路網最大容量評価法 
笠嶋利喜生   パーソントリップ調査データを用いた駐車場整備計画策定のための駐車特性の分析 
佐野 雅幸   大規模商業施設の立地が周辺交通環境に及ぼす影響評価に関する調査研究 
竹内  努   車両感知器データを用いた交通量変動特性の解析と非観測区間交通量の推計モデル 
田中 道子   景観シミュレーションシステムを用いた歴史的景観に及ぼす高層建築物の評価構造

分析 
伊達 宏晶   道筋整備事業の地区交通環境改善の効果に関する調査研究 
中居 達紀   都市における建築活動の変動とその要因分析 
福岡 敏成   地域における公営住宅建替計画支援モデル 
増本 崇彦   地理情報システムの開発とその都市計画的利用 
松本 欣樹   居住水準との対応でみた世帯数分布構造の変動とその予測 
宮崎 耕輔   金沢市におけるバス交通のサービスレベル評価のためのバス OD 調査法 
 

1995年3月卒業(土木建設工学科) 

狩野 俊男  既存メッシュデータを用いた都市計画制度と市街地構造の関連性分析 
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鍋谷 陽介  線引き制度の運用と都市計画区域における建築活動の関連性分析 

菊岡 雅治  視覚障害者誘導用ブロックと舗装面の色彩の適切な組み合わせに関する研究 

北西 康史   ＡＨＰ手法を用いた歴史的景観の保全手法に関する研究 

堀  徹也  ハンプを用いた交通静穏化に関する研究 

小坂 祐司  世帯変動を考慮した公営住宅更新計画に関する研究 

 

1996年3月卒業(土木建設工学科) 

猪原 智之   金沢市の近代化過程における都市計画史に関する研究 
今岡  寛   歩道における視覚障害者誘導ブロックお実態と課題 
河合 宏之   アンケート調査による道路交通安全施設の設置効果に関する調査研究 
木津  徹   景観シミュレーションシステムを用いた街路景観の計画支援 
木村 祐蔵   大震時同時多発型火災を想定した消防力低下地域の評価と防災拠点の最適配置計画

に関する研究 
近藤 和哉   金沢市における都心部荷捌駐車の特性分析に関する研究 
塩士 圭介   バスのサービスレベル改善による交通手段転換需要の予測に関する研究 
田崎 敏清   地域の構造変容と地方都市における都市計画のあり方 
蔦保 佳伸   市街化調整区域における市街化の実態と計画課題 
中野 雅樹   バス利用者のためのバス停の実態と整備課題 
南部 浩之   エキスパートシステムと用いた交差点改良の設計支援システムの構築とそのビジュ

アル化に関する研究 
原田 幹人   交通静穏化のための街路整備事業による交通環境改善効果 
森山美佐子   モンテカルロ法による住宅地の世帯変動シミュレーションとそれを用いた計画支援 
谷内 光治   土地区画整理事業施行地区内の市街化の実態と変容 
横山  寛   信号交差点遅れを考慮した時間交通量配分法の動的化に関する研究 
 

1997年3月卒業(土木建設工学科) 

上出 邦弘    土地区画整理事業による市街地整備の実態と変容に関する研究 

馬場（北川）恵子 公共空間におけるバリアフリーの実態と改善に関する研究 

馬場 啓輔    バス利用環境におけるバリアフリーの実態と改善に関する調査研究 

梅田 充     交通静穏化のための街路整備事業による交通環境改善効果に関する研究 

松原 玲     既成市街地における駐車場の実態と市街地整序のための計画課題 

早川 慎二    市街化調整区域における市街化の実態と都市計画的課題に関する調査研究 

谷  英賢    官民協調型ＴＤＭ施策導入のための計画的課題に関する調査研究 

田口 昭栄    モカテカルロシミュレーションを用いた住宅団地居住世帯の変動と計画 

丸岡 隆志    歴史的市街地における居住地構造の実態と都市計画的課題 

 

*1997年4月より、小林史彦助手着任、「都市計画研究室」として、川上・馬場先恵子・小林(史)が指導 

 

1998年3月卒業(土木建設工学科) 

石木 昌宏    土地区画整理事業施行地区の市街化の実態分析 

佐野 記士    市街化調整区域内集落における基盤整備状況と地区計画導入の可能性 

谷  亨     交通静穏化のための街路整備事業による交通環境改善効果に関する研究 

中尾 仁士    モンテカルロシミュレーションを用いた公営住宅の更新計画に関する研究 

西野 康範    バス利用環境におけるバリアフリー化の実態と改善に関する調査研究 

野川 浩生    建築利用可能空間のモデル化とそれを用いた形態規制緩和の影響評価 

阪野 武郎    アメリカにおけるインターネットを用いた都市計画情報の公開とその内容 

村田 英郎    通勤構造からみた地域の圏域性と広域都市計画の課題 

横井 武志    歴史的まちなみにおける住民意識とそれを踏まえた保存・修景に関する調査研究 
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1999年3月卒業(土木建設工学科) 

上田 和孝    土地区画整理事業施行区域における市街化の実態と関連要因に関する研究 

佐竹 省胤    公営住宅居住世帯の居住意識と居住改善行動 

清水 学     通勤圏構造からみた地域の圏域性と都市計画制度の関連性と課題 

清家 嘉明    歴史的市街地における町並み景観の誘導と居住環境整備に関する調査研究 

竹野 茂樹    地方中心都市における都市圏域の拡大と都市計画区域の設定状況 

山本 隆一    地域景観の歴史的構造とその景観構造タイプに関する研究 

松浦 あき子   都市計画マスタープランの策定状況と計画課題に関する調査研究 

横谷 剛志    建築利用可能空間のモデル化とそれを用いた計画的コントロール 

 

2000年3月卒業(土木建設工学科) 

阿部 義和    都市型観光地における交通サービス・施設の実態と課題に関する研究 

石富 達郎    建築利用可能空間のモデル化とそれを用いた計画的コントロールに関する研究 

内田 欽士    歴史的市街地における居住環境整備を考慮した保存修景計画に関する研究 

大谷 瑞絵    都市計画マスタープランの策定における住民参加の実態と課題に関する調査・研究 

北野 清晃    リモートセンシングデータの都市計画的利用に関する研究 

佐藤 幸子    公営住宅団地における高齢者世帯の居住環境と居住意識に関する調査研究 

鈴木 秀典    建替・改善を行った公営住宅団地における居住水準と居住意識の変化 

高山 倫人    土地区画整理事業における計画設計の変遷と課題 

 

 

                             ボローニャ市ヒアリング 1999.9 

 

*2000年5月より、沈振江講師着任、引き続き「都市計画研究室」として、川上・沈・小林が指導 

 

2001年3月卒業(土木建設工学科) 

東 隼人 建築利用可能空間に対応した建築物モデルの開発とそれを用いた都市計画的コント

ロール 

猪股  利彦 伝統的建造物群保存地区における市街地の整備保全計画に関する調査研究 

今井 清太郎 VRMLを用いたデザインコラボレーションシステムの構築とその有効性 

柴田  泰臣 郊外型土地区画整理事業施行地区における戸建住宅居住高齢者世帯の居住環境と居

住意識に関する研究 

田中  健之 通勤構造から見た地域の圏域性と計画区域との関連性に関する研究 
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寺田  知史 公営住宅団地における建替事業に伴う居住水準と居住意識の変化 

西田 拓馬 居住環境を考慮した町並み景観形成のための建築形態規制に関する研究 

東山  恵美 地方中心都市圏における区域区分制度の構造と人口変容に関する研究 

片岸 将広 居住世帯調査からみた土地区画整理事業施行地区の評価と課題 

 

2002年3月卒業(土木建設工学科) 

稲垣 雄介 地方中心都市圏における区域区分制度の運用と人口分布構造の変容に関する研究 

岸本 和子 ＶＲＭＬを用いた計画デザインシステムの開発と適用に関する研究 

佐藤 正宜 既成市街地における地区計画による住環境整備の実現に関する調査研究 

高木  一典 インターネットを活用した都市計画関連情報の公開の実態と課題に関する調査研究 

竹林  政喜 歴史的まちなみ保存地区における修景事業の実態とプロセスに関する調査研究 

坪内  孝治 公営住宅団地の建替に伴なう居住水準の確保に関する研究 

西澤  暢茂 歴史的市街地における町並み・住環境に関する住民意識の実態と計画課題 

紅谷和宏 モデルバス停におけるバリアフリーの実態と課題に関する調査研究 

山下 智 ＧＩＳを用いた都市・地域計画支援システムの構築と適用に関する研究 

渡邉 明拓 建築規制による建築利用可能空間・建築物のモデル化とそれを用いた都市計画的コン

トロール 

 

2003年3月卒業(土木建設工学科) 

石丸 智也 既成市街地における地区計画の運用と実態に関する調査研究 

刑部 譲 地方中心都市における市街地構造の特性と都市計画的課題 

北川  聖子 歴史的町並み保存地区における修理・修景デザイン協議支援システムの開発と適用 

佐々木  万弓 地方中心都市の中心部における市街地構造の特性と都市計画的課題 

鈴木  隆明 インターネットによる都市計画マスタープランの類型と公開実態に関する研究 

関谷 美穂 VRMLを利用した参加型計画デザイン・システムの開発と有効性に関する研究 

中川  慶仁 WEBGISを用いた住民参加型の都市計画支援システムの構築と適用 

山口  高史 情報システムを用いたバス停のバリアフリーの改善に関する調査研究 

寄川 貴弘 住居系用途地域における高さ規制導入に伴う建築活動への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004年3月卒業(土木建設工学科) 

小林 伸英   金沢市こまちなみ保存条例の特徴とその運用に関する調査研究 

重松 雄一郎  都市計画区域マスタープラン策定の実態と課題に関する調査研究 
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竹森 秀朗   ＶＲＭＬを用いた参加型計画デザイン・システムの開発と適用に関する研究 

冨田 和樹   金沢市こまちなみ保存条例の運用実態と町並み景観の変化に関する調査研究 

廣瀬 志帆   ＷＥＢＧＩＳとＪＡＶＡ３Ｄを用いた都市計画支援システムの構築と適用－建築利

用可能空間のシミュレーション－ 

堀田  卓   視覚障害者の交通環境におけるバリアフリーの実態と対応に関する調査研究 

松浦 洋介   都市計画道路の整備に伴う沿道土地利用の変容に関する研究 

加藤 千智   環境問題を考慮した土地利用景観支援システムの開発 

植竹 俊光   地方都市における居住地構造の変容と都市計画的課題に関する研究 

 

2005年3月卒業(土木建設工学科) 

浅永 将 都市計画区域マスタープランにおける参考図の役割と実態 

亀山 博司 金沢市のまちなか定住促進事業 の実態と評価に関する調査研究 

川村一平 金沢市卯辰山山麓寺院群地区における歴史的資源の保存・整備に関する調査研究 

古賀 久博 中高層建築物による周辺環境への影響に関するシミュレーション解析と事例分析 

小和田 雅史 都市における用水の土木遺産としての評価と活用に関する研究 

高 光必 住民参加型の計画デザイン支援システムの構築と適用 

中川 達朗 都市における土地利用シミュレーションシステムの開発と適用 

中原 聖 地区計画策定における住民参加支援システムの開発と適用 

 

2006年3月卒業(土木建設工学科) 

生駒 奉文   建築形態シミュレーションを用いた歴史的町並みにおける建築更新に関する研究 

岡田 健司      Schema 都市空間遺産として金沢城惣構堀の演出設計 

塩見 和弘      歴史的町並みの背景景観における中高層建築物の外壁色の影響に関する研究 

杉田  広明      歴史的市街地における環境資源の評価と保存・整備に関する調査研究 

恒川 真康   VRMLを用いた地区レベルの参加型計画支援システムの構築と適用 

中川  義規      ＭＡＳを用いた商業施設の立地と購買行動に関する研究 

中野 達也      車椅子利用者の交通環境におけるバリアフリーの実態と改善に関する調査研究 

西本 瑛一   地区レベルまちづくりにおける参加型計画支援システムの構築 

－CMSを用いたシステムの作成支援－ 

松尾 匡洋      地域中心都市圏における都市計画区域の指定類型と変容に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007年3月卒業(土木建設工学科) 

串田  隆昭 CAを用いた土地利用シミュレーション・システムの開発と計画的適用 
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竹迫  圭祐 歴史的市街地における都市計画道路の見直しに関する研究 

豊島  祐樹 金沢市中心部における歴史的木造家屋の継承に関する調査・研究 

西出  明生 参加型計画デザイン支援システムを用いた参加者の教育啓発に関する研究 

深谷  巡 自治体条例による土地利用の規制誘導の実態と課題 

藤田  和也 中高層建築物の形態シミュレーションとそれを用いた都市計画的コントロール 

本舘  孝文 自治体条例による大規模小売店舗の立地コントロールの評価と課題に関する研究 

 

2008年3月卒業(土木建設工学科) 

小林 直史      地域中心都市圏における商業施設の立地動向と規制誘導に関する研究 

竹内 俊雄   VRMLを用いた同期的協調計画デザイン支援システムの構築と適用 

中山 祥子      都市計画道路廃止路線沿線の変容実態と住民意識に関する調査研究 

野村 恒太      夜間眺望景観の評価における光の色の影響に関する研究－函館山からの夜間眺望景

観を事例として－ 

蓮實 祐樹      輪島市中心市街地における震災復興まちづくり支援計画に関する研究 

宮脇 達也      歴史的木造密集市街地のまちづくり誘導手法による建築更新と防災性向上－金沢市

東山地区を事例として－ 

望月 苑    MASを用いたミクロな土地利用計画支援システムの開発と適用 

―エージェントの意思決定による宅地利用の形成― 

 

2009年3月卒業(土木建設工学科) 

呉羽 周    城下町都市における遺産的都市構造からの空間計画－金沢城総構を材料に－ 

小泉 京子   景観計画における眺望景観の計画的コントロール手法に関する研究 

平井 健二   地方都市圏における商業施設の都市計画的規制誘導のための人口比指標 

伏見 新    地方中心都市における郊外居住地の人口構造と土地利用の変容に関する研究 

松葉 拓也   MASを用いたミクロな市街地形成シミュレーションモデルの開発と適用 

－宅地の建物形態シミュレーション－ 

竹下 光    マルチエージェントシステム（MAS）を用いた大規模商業施設の立地評価に関する研

究―金沢市を対象とした事例研究－ 

山下 泰士   輪島市鳳至地区における震災復興のためのまちづくり支援計画に関する研究 

 

 

*2009年4月より、西野辰哉助教着任、「都市計画・建築計画研究室」として、川上・沈・小林(史)・西

野が指導 

 

2010年3月卒業(土木建設工学科) 

小柳 琢利   地方都市圏における土地利用規制格差と地域変容に関する研究 

久保田 純平  MASを用いた世帯住替えシミュレーションに関する研究 

砂山 達哉   金沢市における景観保全制度の運用実態と課題 

高松 晴佳   グループホーム入居者の地域生活環境の継続に関する事例考察-金沢市郊外の事例- 

中川 潤    金沢・善隣館事業と建物の使われ方の変遷に関する考察 

不破 みや子  金沢市における空町家の実態とその解消方策に関する調査研究 

増井 仁志   金沢市における高齢者福祉施設の配置の実態評価と将来シミュレーション 

南方 洋祐   町並み景観の変化から見る金沢市こまちなみ保存条例の成果と課題 

森國 浩一   都市計画道路の見直しガイドラインの運用実態と課題に関する研究 

大和 裕也   Google技術の活用による計画支援の可能性に関する研究 

横山 直樹   歴史的景観の保存修景におけるCGの活用に関する研究 

横山 将希   景観法下における都道府県による広域景観の計画的コントロール手法に関する調

査・研究 
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2011年3月卒業(土木建設工学科) 

韓 苗苗 VRを用いるクールシティ中枢街区に関する技術の学習ツールの開発 

北村 謙一 高齢化社会における郊外斜面住宅地の住み替え計画 

黒井 秀信 まちづくり誘導手法を用いた歴史的市街地における居住環境整備支援－金沢市寺町

台地区における事例研究－ 

鈴木 史人 自主条例による歴史的町並み景観保全区域におけるデザイン誘導に関する研究－金

沢市こまちなみ保存区域を対象として－ 

瀬 亮介 高齢者の地域居住サポート環境に関する研究 

塚本 拓也 自主条例による歴史的町並み景観保全区域における修理・修景の進展要因に関する研

究－金沢市こまちなみ保存区域を対象として－ 

鶴見 弥生 金沢旧中心市街地・幸町再生計画 

中野 未那 超高齢社会における高齢者の居住の実態と計画に関する研究－石川県における事例

研究－ 

星野 惇 石川県における土地利用からみたCO2排出量及び削減目標 

前川 洋輝 歴史まちづくりの展開過程におけるパートナーシップ構築要因及びその効果に関す

る研究-加賀市大聖寺地区を事例として- 

矢後 香織 自治体独自条例における景観形成基準の内容と運用実態-金沢市寺町台地区における

事例研究- 

 

2012年3月卒業(環境デザイン学類) 

遠藤 栄亮   文化財総合的把握モデル事業による歴史文化基本構想の策定実態に関する研究 

大庭 拓也   全国における開発許可条例の策定と運用の実態及び課題に関する研究 

大森 数馬      都市部における小規模高齢者通所施設の利用圏域 

田中 博之   能登半島地震被災地における住宅復興と景観変容に関する調査研究 

中谷 静乃   デンマーク高齢者住宅の平面構成分析 

西野 正貢   歴史的家屋の流通促進のための空き家バンク事業に関する研究-システム構成からみ

た実態と課題- 

巻 駿之介   金沢中心市街地活性化計画‐まちなかキャンパスによる新たな公共空間の創出‐ 

水上 寧葉・山本紗耶加 

        密集市街地におけるVRを用いた居住環境整備支援学習システムの開発‐寺町台地区

における事例研究－ 

吉岡 正貴   インターネットによる空き家バンク事業の情報提供の実態に関する研究 

 

2013年3月卒業(環境デザイン学類) 

石立 卓也 広域的町家バンクシステムの実態と課題に関する調査・研究‐大和・町家バンクネッ

トワークを事例として‐ 

勝間田 翔伍 歴史的密集市街地における3Dモデルを活用したまちづくり誘導手法の学習支援に関

する研究 

木津 蛍 観光地化の進行過程における町並み保存事業の進展と地域社会の変容に関する研究-

金沢市東茶屋街を対象として- 

新家 直樹 歴史的建築・町並み景観の変容と計画課題-金沢市中心市街地の場合- 

高階 翔太 大都市圏の中心都市と郊外都市におけるコンパクトシティ度と都市の中心性につい

ての研究 

高田 史生 高齢者福祉施設の複数拠点化による利用圏と役割の分担に関する考察 

中川 明彦 歴史的建築の変容と都市計画的課題に関する研究-金沢市中心市街地における事例研

究- 

中西 優希 高齢者の日常生活圏域の実態に関する研究‐地方中核都市の中山間地区と郊外地区
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の比較考察‐ 

野村 篤志 土地利用調整のためのまちづくり条例の実態と課題に関する研究 

能村 萌 商業系用途地域に立地する共同住宅における賑わい景観の実態に関する研究 

藤山 愛実 石川県における土地利用の実態から見た産業部門CO2排出量の推測 

余田 亜矢子 高齢者の日常生活圏域の実態に関する研究‐地方中核都市の郊外二地区の比較考察

‐ 
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は  じ  め  に 

 

 

 わが国では、それぞれの地域が、気候風土や長い歴史に育まれながら、豊かで多彩な暮らしや文化を

持っている。地方都市はそうした地域の中で文化、行政、経済などの核として重要な役割を果している。

今日においてもその役割は変わらないが、都市づくりやその運営において様々な問題を抱えるようにな

っている。1960 年代より大都市への人口集中が進み、過密過疎問題が指摘され、その後も、マイカーの

普及やそれに伴う市街地の郊外化などにより、中心市街地の空洞化や商業機能衰退が進行している。近

年では、環境・エネルギー問題の深刻化や人口減少時代への変化から、集約型都市構造への転換や都市

の持続可能性の追究が行われている。 

大都市と異なり、地方都市の特徴は、他地域からの人口流入などが少なく、人口の増減やそれに伴う

住宅や施設の立地変化が主として地域内で行われることである。その結果、市街地の郊外化や都市圏域

の拡大などに伴う住宅や都市施設の立地変化は、もともと小規模で脆弱であった都市の構造や仕組みを

変化させ、様々な問題を顕在化させている。一方、成長発展に対応するために整備されてきた都市づく

りの仕組みは、そうした問題に対応できていない。都市計画分野においても、地方分権がかなりの程度

まで進行しているが、まだ基本的枠組みや人々の意識は変化していない。今後は、地方都市など地域が

主体となって、委譲されつつある各種の権限を駆使し、地域の資源や人材を生かしながら、主体的に創

意工夫して都市づくりを行っていく必要がある。 

本書は、地方都市をフィールドとし、都市づくりやその運営に奮闘する行政担当者、計画コンサルタ

ント、大学研究者が、上記の問題意識を共有しつつ、地方都市の諸問題を克服するための戦略を提示し

ようとするものである。とりあげられているテーマは、計画制度、都市交通、住宅施策、歴史的資源や

景観、コミュニティビジネス、市民参加など、多彩であるが、各著者が最も専門とするテーマを取り上

げている。 

編者は、これまで大学の都市計画研究室を長く主宰し、地方都市をフィールドとして調査研究を行っ

てきた。加えて、大学人プランナーとして、実際の計画策定、計画制度設計、都市デザイン、事業化や

その評価、市民活動などに参画している。本書の著者達は、そうした中でともに協働してきた方々でも

ある。 

本書を、都市計画や都市交通に関わる行政関係者、コンサルタントなどの実務関係者、研究者、大学

院生、及びまちづくりに関心をもっている議員、企業人、NPO 等のリーダーなどにもぜひ読んでいただ

き、情報の共有あるいは交換ができることを願っている。 

 

 

2013 年 3 月 

白く輝く山並みを遠望する研究室において 

川 上 光 彦 （編 者） 
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平成 15 年度 金沢大学公開講座 

 
<講座趣旨> 
  都市計画、地域計画、交通計画、まちづくりなどにおいて、住民や利用者が計画・設計・デザ

インに参加する必要性が高くなっており、実際に住民が参加してそれらが行われることが多くなっ

てきている。具体的事例としては、各種計画策定過程における関係住民の意識や選好度の調査、

市町村における都市計画マスタープランの策定における住民参加、交通計画におけるＰＩの普及、

河川整備や公園などの施設整備プロジェクトにおけるワークショップ形式による検討、事業評価に

おける利用者や住民の評価の調査分析などがあげられる。これらの取り組みに際しては、参加の

方法や水準に応じて、様々な技法が用いられる必要がある。本講座では、実際にそのような業務

に携わる機会を持つ都市計画、交通計画、まちづくりなどの実務者を対象として、近年開発されて

きた新しい手法を含めて、それらの基礎となっている理論からわかりやすく説明し、主要な技法に

ついて修得してもらうことを目的としている。  
                                        主任講師  川上光彦（工学部教授） 

 

回 
月日（曜

日） 
講   義   内   容 所  属 職 名 講師氏名 

１ ６／７（土） 

参加型計画の理論と技法 工学部 教  授 川上 光彦 

住民・利用者等の意識に関する調査分析法 工学部 
助  手 

助  手 

小林 史彦 

中山晶一朗 

２ ６／１４（土） 

図解型計画支援システムの理論と技法 工学部 教  授 木俣  昇 

交通計画におけるＰＩ活動の効果と限界 工学部 教  授 高山 純一 

３ ６／２１（土） 

感性工学を適用した住民参加支援システム 工学部 教  授 近田 康夫 

VRML を用いた利用者参加型計画デザイン

支援システム 
工学部 講  師 沈  振江 

 
● 定  員   30 名 
● 日  時   上記 土曜日  午後１：３０～４：４０ 
● 会  場   工学部秀峯会館（６/７，６/２１） 

・土木建設工学科 B 棟３階講義室（６/１４） 
（金沢市小立野 2－40－20） 

<受講料   ６，２00 円> 
 

■ お申し込み･問い合せ先  〒920-1192  金沢市角間町 金沢大学大学教育開放センター 

      ℡ 076－264－5272～3  Fax 076-234-4045   E-mail kaihou@ad.kanazawa-u.ac.jp  
 
 
 

リカレント教育講座 

参加型計画の理論と技法 
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